
犠
牲
者
へ
祈
り
、令
和
で
も

　
【
共
同
】
６
４
３
４
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災
は

１
７
日
、
発
生
か
ら
２
５
年
と
な
っ
た
。
兵
庫
県
内
各
地
の
追
悼
式
典
で
は
、

地
震
発
生
の
午
前
５
時
４
６
分
に
合
わ
せ
市
民
ら
が
黙
と
う
し
た
。
時
代
が
令

和
に
な
っ
て
も
、
忘
れ
ず
心
に
刻
む
と
の
決
意
が
広
が
っ
た
。

四
半
世
紀
、記
憶
に
刻
む

委
員
会
の
判
断
は
誤
り
が
あ

る
と
指
摘
し
た
。

　

運
転
禁
止
の
期
間
は
、
山

口
地
裁
岩
国
支
部
で
係
争
中

の
差
し
止
め
訴
訟
の
判
決
言

い
渡
し
ま
で
と
し
た
。

　

伊
方
３
号
機
の
運
転

を
禁
じ
る
司
法
判
断
は
、

２
０
１
７
年
の
広
島
高
裁
仮

処
分
決
定
以
来
２
回
目
。
伊

方
３
号
機
は
現
在
、
定
期
検

査
の
た
め
停
止
中
で
、
今
月

１
５
日
に
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル

発
電
で
使
い
終
わ
っ
た
プ
ル

　
【
共
同
】
四
国
電
力
伊
方

原
発
３
号
機
（
愛
媛
県
伊
方

町
）
の
運
転
禁
止
を
求
め

て
、
５
０
キ
ロ
圏
内
に
住
む

山
口
県
東
部
の
三
つ
の
島
の

住
民
３
人
が
申
し
立
て
た
仮

処
分
の
即
時
抗
告
審
で
、
広

島
高
裁
（
森
一
岳
裁
判
長
）

は
１
７
日
、
運
転
を
認
め
な

い
決
定
を
し
た
。「
四
国
電

の
地
震
や
火
山
リ
ス
ク
に
対

す
る
評
価
や
調
査
は
不
十
分

だ
」
と
し
、
安
全
性
に
問
題

が
な
い
と
し
た
原
子
力
規
制

地
震
や
火
山
の
評
価
、
不
十
分

　

遺
族
や
被
災
者
、
支
援
者

は
四
半
世
紀
た
っ
て
高
齢
化

し
、
記
憶
や
経
験
を
語
り
継

ぐ
の
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
一
方
、
昨
年
も
巨
大
台

風
が
列
島
を
襲
い
、「
阪
神
」

で
得
た
防
災
や
復
興
、
被
災

者
支
援
へ
の
教
訓
を
生
か
す

べ
き
場
面
が
増
え
た
。
次

世
代
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

が
改
め
て
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

犠
牲
者
の
氏
名
を
刻
ん
だ

「
慰
霊
と
復
興
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
が
あ
る
神
戸
市
中
央

区
の
公
園
「
東
遊
園
地
」
で

は
「
１
・
１
７
の
つ
ど
い
」

が
営
ま
れ
、
約
５
千
本
の
竹

灯
籠
で
形
作
ら
れ
た
「
き
ざ

む　

１
・
１
７
」
の
文
字
が

浮
か
び
上
が
る
中
、
多
く
の

市
民
が
手
を
合
わ
せ
て
肉
親

ト
ニ
ウ
ム
・
ウ
ラ
ン
混
合
酸

化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃
料
の
取

り
出
し
を
完
了
し
た
。
４
月

２
７
日
に
営
業
運
転
に
入
る

計
画
だ
っ
た
が
判
決
の
見
通

し
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
運
転

再
開
は
当
面
で
き
な
い
状
態

と
な
っ
た
。
原
発
再
稼
働
を

進
め
る
国
の
方
針
に
も
影
響

し
そ
う
だ
。

　

主
な
争
点
は
、
耐
震
設
計

の
目
安
と
な
る
地
震
の
揺

れ
（
基
準
地
震
動
）
や
、
約

１
３
０
キ
ロ
離
れ
た
熊
本

県
・
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
火
山

リ
ス
ク
の
評
価
が
妥
当
か
ど

う
か
だ
っ
た
。

　

森
裁
判
長
は
、
原
発
の
危

険
性
検
証
に
は
「
福
島
原
発

事
故
の
よ
う
な
事
故
を
絶
対

に
起
こ
さ
な
い
と
い
う
理
念

高
齢
化
、
継
承
に
難
し
さ

（１） ２０２０年第５４０９号  １月 １８日 （土曜日）
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阪神大震災から２５年、銘板に手を合わせる上野好宏さん＝１７日早
朝、神戸市中央区の東遊園地（共同）

「チバニアン（千葉時代）」との命名の決め手になった千葉県
市原市の地層（共同）

広島高裁が四国電力伊方原発３号機の運転を
差し止める仮処分を決定し、垂れ幕を手に喜
ぶ住民側関係者。四国電は不服申し立てをす
る方針を明らかにした（共同）

中
国
成
長
率
６
・１
％
に
減
速

地
球
史
に「
チ
バ
ニ
ア
ン
」

１
９
年
、
低
水
準
２
９
年
ぶ
り

千
葉
の
地
層
か
ら
命
名

に
の
っ
と
っ
た
解
釈
が
必
要

な
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
」

と
言
及
。
四
国
電
は
伊
方
原

発
が
あ
る
佐
田
岬
半
島
北
岸

部
に
活
断
層
は
存
在
せ
ず
、

活
断
層
が
敷
地
に
極
め
て
近

い
場
合
の
地
震
動
評
価
は
必

要
な
い
と
し
た
が
、「
敷
地

２
キ
ロ
以
内
に
あ
る
中
央
構

造
線
が
横
ず
れ
断
層
の
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
」と
し
、

調
査
は
不
十
分
だ
と
し
た
。

　

火
山
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も

「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
が
破
局
的

噴
火
に
至
ら
な
い
程
度
の
噴

火
も
考
慮
す
る
べ
き
だ
」
と

し
、
そ
の
場
合
で
も
噴
出
量

は
四
国
電
想
定
の
３
〜
５
倍

に
上
り
、
降
下
火
砕
物
な
ど

の
想
定
が
過
小
と
指
摘
。
そ

の
上
で
、
原
子
炉
設
置
変
更

許
可
申
請
を
問
題
な
い
と
し

た
規
制
委
の
判
断
は
誤
り
で

不
合
理
だ
と
結
論
付
け
た
。

　

四
国
電
は
決
定
に
対
し
、

異
議
申
し
立
て
を
す
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。
今
後
、

合
対
策
大
綱
で
自
殺
死
亡
率

を
米
国
や
ド
イ
ツ
の
水
準
に

並
ぶ
１
３
・
０
人
以
下
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
厚
生
労

働
省
は
「
約
２
万
人
の
方
が

命
を
絶
た
れ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
深
刻
な
状
況
。
こ
れ

ま
で
に
若
者
ら
を
対
象
と
す

る
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
を
使
っ
た
相
談
事
業

な
ど
を
進
め
て
き
た
。
今
後

も
し
っ
か
り
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
し
た
。

　

速
報
値
を
男
女
別
で
み
る

と
、
女
性
は
こ
れ
ま
で
で
最

少
の
６
０
２
２
人
（
１
８
年

比
５
２
８
人
減
）。
男
性
は

は
維
持
さ
れ
、
全
廃
さ
れ
る

見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
さ

ら
な
る
景
気
低
迷
が
視
野
に

入
り
、
習
近
平
指
導
部
に
と
っ

て
２
０
年
も
厳
し
い
経
済
運

営
が
続
き
そ
う
だ
。
国
家
統

計
局
の
寧
吉
哲
局
長
は
１
７

日
の
記
者
会
見
で
「
経
済
の

下
押
し
圧
力
は
依
然
と
し
て

大
き
い
」
と
の
認
識
を
示
し

た
。

　

中
国
政
府
は
景
気
対
策
と

し
て
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
投

資
を
推
し
進
め
た
が
、
効
果

は
限
定
的
だ
っ
た
。
新
車
販

売
を
中
心
に
消
費
は
低
迷
し

た
。
政
府
が
１
９
年
の
成
長

率
目
標
と
す
る
「
６
・
０
〜

６
・５
％
」
に
は
収
ま
っ
た
。

　

１
９
年
１
０
〜
１
２
月

期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
年
同

期
比
６
・
０
％
増
で
、
１
９

年
７
〜
９
月
期
か
ら
横
ば
い

だ
っ
た
。
記
録
が
確
認
で
き

る
四
半
期
ベ
ー
ス
で
は
過
去

最
低
水
準
。

　

１
９
年
の
主
要
指
標
を
見

る
と
、
工
業
生
産
が
前
年
比

５
・
７
％
増
と
、
伸
び
率
は

前
年
か
ら
０
・５
ポ
イ
ン
ト
落

る
。
Ｉ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
は
千
葉
県
市

原
市
の
地
層
は
理
想
的
な
つ

も
り
方
を
し
て
い
て
、
こ
の
痕

跡
を
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る

と
認
定
。
同
様
の
申
請
を
し

て
い
た
イ
タ
リ
ア
南
部
の
２

カ
所
に
競
り
勝
っ
た
。

　

韓
国
・
釡
山
で
同
日
開

か
れ
た
Ｉ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
の
理
事
会

で
の
投
票
で
決
め
た
。
理
事

１
０
人
が
ど
う
投
票
し
た
か

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

速
報
値
で
１
万
９
千
人
台

自
殺
者
数
、過
去
最
少
に

依
然
、
女
性
の
約
２
・
３
倍

の
１
万
３
９
３
７
人
（
同

３
５
３
人
減
）
に
上
っ
た
。

　

都
道
府
県
別
で
は
３
２

都
道
府
県
で
減
少
、
１
４

県
で
増
加
。
鳥
取
は
前
年

と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
最

多
は
東
京
の
２
１
０
７
人

で
、
大
阪
１
１
９
１
人
、

埼
玉
１
１
０
０
人
、
愛
知

１
０
６
２
人
、
神
奈
川

１
０
５
７
人
と
続
い
た
。
最

少
は
鳥
取
の
８
０
人
だ
っ
た
。

　

自
殺
死
亡
率
に
つ
い
て

は
３
１
道
県
で
全
国
の

１
５
・
８
人
を
上
回
り
、

１
５
都
府
県
で
下
回
っ
た
。

兵
庫
は
同
水
準
だ
っ
た
。
山

梨
の
２
２
・
３
人
が
最
も
高

く
、
次
い
で
秋
田
２
１
・
９

人
、
岩
手
２
１
・７
人
と
な
っ

た
。
最
も
低
い
の
は
神
奈
川

　
【
共
同
】
２
０
１
９
年
の

自
殺
者
数
が
統
計
を
開
始
し

た
１
９
７
８
年
以
来
、
最
少

の
１
万
９
９
５
９
人
と
な
っ

た
こ
と
が
１
７
日
、
警
察
庁

の
集
計
（
速
報
値
）
で
分
か
っ

た
。
減
少
は
１
０
年
連
続

で
、
人
口
１
０
万
人
当
た
り

の
自
殺
者
数
（
自
殺
死
亡
率
）

も
前
年
よ
り
０
・
７
人
減
り
、

１
５
・８
人
と
な
っ
た
。
速
報

値
が
２
万
人
を
切
っ
た
の
は

初
め
て
。
た
だ
３
月
発
表
の

確
定
値
は
例
年
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
、
最
終
的
な
自
殺

者
数
は
２
万
人
超
と
な
る
可

能
性
が
高
い
。

　

政
府
は
１
７
年
の
自
殺
総

１
９
９
０
年
以
来
、
２
９
年

ぶ
り
の
低
い
伸
び
率
と
な
っ

た
。
減
速
は
２
年
連
続
。
経

済
規
模
で
米
国
に
次
ぐ
世
界

２
位
の
中
国
の
低
迷
が
続
け

ば
、
日
本
や
世
界
経
済
へ
の

悪
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

米
中
は
米
東
部
時
間
１
５

日
に
貿
易
協
議
の
「
第
１
段

階
」
合
意
に
署
名
し
た
が
、

米
国
に
よ
る
対
中
制
裁
関
税

１
２
万
年
前
を
千
葉
県
の
地

層
か
ら
「
チ
バ
ニ
ア
ン
（
千

葉
時
代
）」
と
す
る
こ
と
を
学

術
団
体
、
国
際
地
質
科
学
連

合
（
Ｉ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
）
が
１
７
日
、

正
式
決
定
し
た
。
恐
竜
が
生

き
て
い
た
「
ジ
ュ
ラ
紀
」「
白

亜
紀
」
の
よ
う
に
、
今
後
教

科
書
に
も
載
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。

　

地
質
年
代
の
名
前
は
欧
米

の
地
名
に
由
来
す
る
も
の
が

多
く
、
日
本
に
ち
な
ん
だ
も

の
は
初
め
て
。
命
名
を
申
請

し
て
い
た
日
本
の
研
究
チ
ー

ム
の
岡
田
誠
・
茨
城
大
教
授

（
古
地
磁
気
学
）
は
、
都
内

で
記
者
会
見
し
「
何
と
か
た

ど
り
つ
け
て
感
無
量
だ
」
と

語
っ
た
。

　

地
球
の
磁
場
（
地
磁
気
）

の
Ｎ
極
と
Ｓ
極
は
不
規
則
に

反
転
し
て
い
て
、
現
在
の
状

態
に
な
っ
た
約
７
７
万
年
前

の
反
転
が
チ
バ
ニ
ア
ン
の
始

ま
り
を
示
す
出
来
事
と
さ
れ

　
【
北
京
共
同
＝
竹
内
健
二
】

中
国
国
家
統
計
局
が
１
７
日

発
表
し
た
２
０
１
９
年
の
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
速
報

値
）
は
、
物
価
変
動
の
影
響

を
除
く
実
質
で
前
年
比
６
・

１
％
増
だ
っ
た
。
米
中
貿
易

摩
擦
が
長
引
き
、
１
８
年
か

ら
０
・５
ポ
イ
ン
ト
減
速
。
天

安
門
事
件
後
の
経
済
制
裁

で
３
・
９
％
に
落
ち
込
ん
だ

　
【
共
同
】
４
６
億
年
の
地

球
史
を
時
代
ご
と
の
特
徴
で

分
け
た
「
地
質
年
代
」
の
う

ち
、
ま
だ
名
前
が
決
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
約
７
７
万
〜
約

ち
込
ん
だ
。
固
定
資
産
投
資

は
５
・
４
％
増
で
、
０
・
５
ポ

イ
ン
ト
の
減
速
。
民
間
投
資

の
落
ち
込
み
が
目
立
っ
た
。

　

消
費
動
向
を
示
す
小
売
売

上
高
は
８
・
０
％
増
。
前
年

は
９
・０
％
増
だ
っ
た
。

　
一
方
、
１
２
月
単
月
で
見

る
と
、
工
業
生
産
は
前
年

同
月
比
６
・
９
％
増
と
な
り
、

１
１
月
か
ら
０
・７
ポ
イ
ン
ト

回
復
。
米
中
貿
易
協
議
が「
第

１
段
階
」
合
意
に
達
し
、
摩

擦
が
緩
和
に
向
か
う
と
の
期

待
を
反
映
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
【
武
漢
共
同
】
中
国
湖
北

省
武
漢
市
当
局
は
１
６
日

夜
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
肺
炎
で
男
性
（
６
９
）

が
１
５
日
に
死
亡
し
た
と
発

表
し
た
。
死
者
は
２
人
目
。

武
漢
で
は
１
７
日
、
発
症
者

の
多
く
が
出
入
り
し
て
い
た

と
さ
れ
る
海
鮮
市
場
の
閉
鎖

が
続
い
て
い
た
。
国
際
空
港

は
通
常
通
り
航
空
便
が
発
着

し
て
い
た
が
、
マ
ス
ク
を
着
け

た
人
も
見
ら
れ
た
。

　

当
局
に
よ
る
と
、
男
性
は

昨
年
１
２
月
３
１
日
に
発
症

し
、
今
月
４
日
に
病
状
が
悪

化
し
た
。
市
内
の
病
院
に
入

院
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た

が
、
深
刻
な
心
筋
炎
を
患
っ

て
お
り
、
胸
水
や
、
胸
膜
の

肥
大
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

１
５
日
未
明
に
死
亡
し
た
。

　

当
局
は
１
５
日
時
点
で

４
１
人
の
発
症
者
数
は
変

わ
ら
ず
、
重
症
は
５
人
で
、

１
２
人
が
退
院
し
た
と
明
ら

か
に
し
た
。

　

濃
厚
接
触
者
は
７
６
３
人

に
上
り
、
そ
の
う
ち
１
１
９

人
に
対
し
医
学
的
な
観
察
を

続
け
て
い
る
。
濃
厚
接
触
者

の
中
で
関
連
の
症
例
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。

　

武
漢
の
空
港
で
マ
ス
ク
を

着
け
て
い
た
武
漢
市
の
３
０

代
の
大
学
職
員
は
「
生
活
に

支
障
は
出
て
い
な
い
。
人
の

多
い
場
所
で
は
念
の
た
め
マ

ス
ク
を
着
け
て
い
る
」
と
話

し
、
一
緒
に
い
た
家
族
に
も
マ

　
【
共
同
】
小
泉
進
次
郎
環

境
相
（
３
８
）
と
、
妻
で
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
滝
川
ク

リ
ス
テ
ル
さ
ん
（
４
２
）
の
間

に
１
７
日
、
第
１
子
と
な
る

男
児
が
誕
生
し
た
。
小
泉
氏
は

「
出
産
に
立
ち
会
っ
た
。
母
子

共
に
元
気
だ
」
と
首
相
官
邸
で

記
者
団
に
述
べ
た
。
関
係
者
に

よ
る
と
、
名
前
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。１
５
日
に
表
明
し
た「
育

児
休
業
」の
取
得
に
関
し
て
は
、

変
更
が
な
い
と
強
調
し
た
。

　

環
境
省
で
開
い
た
記
者
会

見
で
は
「
無
事
に
生
ま
れ
て
父

親
と
し
て
も
う
れ
し
く
、
ほ
っ

と
し
て
い
る
。
安
心
し
た
」
と

心
境
を
語
っ
た
。
教
育
方
針
は

決
ま
っ
て
い
な
い
と
し
な
が
ら
も

「
お
や
じ
（
小
泉
純
一
郎
元
首

相
）
の
よ
う
な
父
親
に
な
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

新
型
肺
炎
で

死
者
２
人
目

中
国
・
武
漢
、
６
９
歳
男
性

小
泉
環
境
相

に
男
児
誕
生

出
産
立
ち
会
い
、
育
休
へ

や
知
人
を
悼
ん
だ
。

　

遺
族
代
表
の
同
市
東
灘
区

の
す
し
店
店
主
上
野
好
宏

さ
ん
（
４
７
）
は
犠
牲
に

な
っ
た
母
美
智
子
さ
ん
＝
当

時
（
４
７
）
＝
を
思
い
「
目

を
閉
じ
る
と
い
つ
も
『
よ
っ

ち
ゃ
ん
。
頑
張
り
』
と
い
う

お
母
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
ま

す
。
い
つ
も
支
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
た
。
久
元
喜
造
市

長
は
「
震
災
を
経
験
し
て
い

な
い
市
民
が
増
え
る
中
で
、

い
か
に
次
の
世
代
に
継
承
し

て
い
く
か
と
い
う
課
題
に
取

り
組
む
」
と
誓
っ
た
。

　

５
年
ぶ
り
と
な
っ
た
兵
庫

県
公
館
で
の
県
な
ど
主
催
の

追
悼
式
に
は
秋
篠
宮
ご
夫
妻

が
出
席
さ
れ
た
。
同
県
芦
屋

市
の
松
本
幸
子
さ
ん（
６
５
）

が
遺
族
代
表
と
し
て
「
た
く

さ
ん
の
犠
牲
か
ら
学
び
、
備

え
れ
ば
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
述
べ
た
。

　

震
源
地
の
淡
路
島
で
は

人
々
が
鎮
魂
の
歌
を
合
唱

し
、
大
規
模
な
火
災
が
発
生

し
た
神
戸
市
長
田
区
で
は
、

苦
労
し
た
避
難
生
活
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
と
追
悼
会
場
で

住
民
ら
が
炊
き
出
し
を
し

た
。

　

神
戸
市
は
午
前
１
０
時
ご

ろ
、
地
震
発
生
を
想
定
し
、

そ
の
場
で
身
を
守
る
訓
練
を

す
る
よ
う
防
災
メ
ー
ル
で
呼

び
掛
け
た
。
無
料
通
信
ア
プ

リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
で
、

事
前
登
録
し
た
市
民
か
ら
現

在
地
と
周
囲
の
写
真
を
市
が

受
信
し
て
情
報
収
集
す
る
実

験
も
初
め
て
実
施
し
た
。

　

多
く
の
市
民
が
式
典
に
参

加
で
き
る
よ
う
神
戸
市
営
地

下
鉄
は
始
発
を
繰
り
上
げ
、

午
前
４
時
台
に
臨
時
便
を
運

行
し
た
。

残
さ
れ
た
課
題
、検
証
必
要

　
【
共
同
・
解
説
】
都
市
直

下
型
地
震
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
阪
神
大
震
災
か
ら

２
５
年
と
な
っ
た
。
ビ
ル
や

高
速
道
路
は
倒
壊
し
、
住
宅

密
集
地
は
猛
火
に
包
ま
れ

た
。
惨
事
か
ら
得
ら
れ
た
教

訓
は
ど
こ
ま
で
社
会
に
根
付

き
、
ど
ん
な
課
題
が
残
っ
て

い
る
の
か
。
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
が

想
定
さ
れ
る
中
、
改
め
て
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

全
国
か
ら
市
民
が
被
災
地

に
駆
け
付
け
て
支
援
し
た
こ

阪神大震災

と
か
ら
、１
９
９
５
年
は「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
呼
ば

れ
た
。
現
在
は
各
地
の
災
害

現
場
で
欠
か
せ
な
い
存
在
に

な
っ
て
い
る
。
地
震
に
強
い

街
づ
く
り
も
進
み
、
公
共
施

設
や
住
宅
の
耐
震
性
は
確
実

に
高
ま
っ
た
。

　

一
方
、
２
５
年
で
風
化
も

進
ん
だ
。「
普
段
の
生
活
で

震
災
の
こ
と
が
話
題
に
上
ら

な
い
」
と
話
す
被
災
者
は
多

く
、
若
い
世
代
の
関
心
が
低

い
こ
と
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
。

　

被
災
者
が
移
り
住
ん
だ
復

興
住
宅
で
は
高
齢
化
が
進

行
。
亡
く
な
る
人
や
転
出
者

が
増
え
、
四
半
世
紀
か
け
て

築
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
時
間
が
た
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
被
災
者
の
苦
悩
が
全

て
解
決
す
る
わ
け
で
も
な

広
島
高
裁
の
別
の
裁
判
長
に

よ
る
異
議
審
で
決
定
の
是
非

が
判
断
さ
れ
る
見
通
し
。

　

昨
年
３
月
の
山
口
地
裁
岩

国
支
部
決
定
は
、
地
震
動
や

火
山
リ
ス
ク
の
評
価
に
不

合
理
な
点
は
な
い
と
し
、
申

し
立
て
を
却
下
。
住
民
側
が

即
時
抗
告
し
た
。
岩
国
支
部

の
訴
訟
は
２
月
２
８
日
に
次

回
口
頭
弁
論
予
定
だ
が
、
判

決
期
日
は
未
定
と
な
っ
て
い

る
。

　

１
７
年
１
２
月
の
広
島
高

裁
決
定
は
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

で
破
局
的
噴
火
が
起
き
た
場

合
の
リ
ス
ク
を
指
摘
し
、
運

転
差
し
止
め
を
命
じ
た
が
、

１
８
年
９
月
に
同
高
裁
の
異

議
審
で
取
り
消
さ
れ
た
。

の
１
１
・５
人
だ
っ
た
。

　

年
間
の
自
殺
者
は
９
７

年
ま
で
は
２
万
人
台
で
推

移
し
て
い
た
が
、
９
８
年
か

ら
１
４
年
連
続
で
３
万
人

超
に
。
最
多
は
０
３
年
の

３
万
４
４
２
７
人
で
、
こ

れ
ま
で
の
最
少
は
８
１
年
の

２
万
４
３
４
人
だ
っ
た
。

　

厚
労
省
は
、
こ
れ
ま
で
速

報
値
に
合
わ
せ
て
発
表
し
て

い
た
年
代
や
原
因
・
動
機
別

の
デ
ー
タ
は
確
定
値
で
公
表

す
る
と
し
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
は
２
０
１
７
年
６

月
に
Ｉ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
に
申
請
し
、

昨
年
１
１
月
ま
で
に
３
次
審

査
を
通
過
。
こ
の
間
、
申
請

に
反
対
す
る
日
本
国
内
の
学

者
ら
が
「
デ
ー
タ
に
問
題
が

あ
る
」
と
Ｉ
Ｕ
Ｇ
Ｓ
側
に
働

き
掛
け
て
審
査
が
一
時
中
断

す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
チ
ー
ム
の
主
張

が
認
め
ら
れ
た
。

い
。
近
所
付
き
合
い
が
希
薄

に
な
れ
ば
「
孤
独
死
」
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
。
見
過
ご
せ

な
い
変
化
だ
。

　

阪
神
で
浮
上
し
て
い
る
問

題
は
東
日
本
大
震
災
や
熊
本

地
震
な
ど
近
年
相
次
い
だ
大

規
模
災
害
の
被
災
地
で
も
、

今
後
顕
在
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
教
訓
を
語
る
声
に
耳
を

傾
け
る
努
力
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ス
ク
を
渡
し
て
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
肺
炎
を
巡
っ
て
は
武
漢

市
当
局
が
１
１
日
、
６
０
代

男
性
が
死
亡
し
た
と
初
め
て

明
ら
か
に
し
た
。
中
国
以
外

で
も
発
症
者
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
タ
イ
は
１
３
日
、
観

光
で
訪
れ
た
武
漢
市
の
６
０

代
女
性
が
罹
患
し
て
い
る
と

公
表
。
日
本
も
１
６
日
、
武

漢
市
に
滞
在
歴
が
あ
る
３
０

代
の
中
国
人
男
性
が
発
症
し

て
い
た
と
発
表
し
た
。

　

中
国
で
は
春
節
（
旧
正
月
）

に
伴
う
大
型
連
休
が
２
４
日

か
ら
始
ま
り
、
多
く
の
人
が

海
外
旅
行
に
出
掛
け
る
。
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
空

港
で
の
水
際
対
策
が
重
要
と

な
り
そ
う
だ
。



師
匠
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
も
か
ば
え
ず

金
表
は
こ
れ
ま
で
に
６
回
調

整
さ
れ
た
が
、
減
額
と
な
っ

た
の
は
１
回
だ
け
だ
。
１
６

日
に
調
整
す
る
前
の
最
後
の

調
整
は
１
９
年
４
月
で
、
そ

の
時
の
増
額
率
は
平
均
４
・

１
３
％
だ
っ
た
。

　

最
後
の
調
整
か
ら
今
ま

で
、
つ
ま
り
、
昨
年
４
月

か
ら
１
２
月
ま
で
の
イ
ン

フ
レ
率
は
２
・
６
９
％
だ
か

ら
、
今
回
の
増
額
率
（
平
均

１
１
〜
１
５
％
）
は
、
そ
れ

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

た
ち
は
満
足
し
て
お
ら
ず
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
価
格
を
下
げ

る
こ
と
も
要
求
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
た
ち
や

輸
送
業
界
は
、
一
昨
年
の
大

統
領
選
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
を
支
持
し
た
勢
力
だ
。
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
は
、
彼
ら
の

支
持
を
失
う
こ
と
や
再
び
ス

ト
を
決
行
さ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
、
昨
年
４
月
に
、「
２
０
億

レ
ア
ル
規
模
の
道
路
整
備
計

　

１
６
日
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ア
ル
ヴ
ィ
ム
連
邦
政
府
文
化
局
長
が
、
投
稿
し
た
ビ
デ

オ
の
中
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
宣
伝
相
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
氏
が
行
っ

た
悪
名
高
き
発
言
を
真
似
て
主
張
。
伯
国
中
で
大
問
題
と
な
り
、
１
７
日
午
前
に

解
任
さ
れ
た
。
１
７
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

う
国
民
的
な
も
の
で
あ
る
と

共
に
、
命
令
的
で
拘
束
力
の

あ
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
も
な
く
ば
、
何
も
な
い
」

と
い
う
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
氏
の

言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

ア
ル
ヴ
ィ
ム
氏
の
発
言

は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
氏
の
発
言

と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
報

道
が
い
く
つ
か
あ
が
る
や
い

な
や
、
大
き
く
拡
散
し
た
。

ゲ
ッ
ベ
ル
ス
氏
は
広
告
戦
略

で
ナ
チ
ス
の
思
想
を
啓
蒙
し

た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
や
全
体

主
義
を
推
し
進
め
た
人
物
と

し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
並
ぶ
、

人
類
の
負
の
遺
産
と
さ
れ
て

い
る
た
め
だ
。

　

こ
の
発
言
は
ネ
ッ
ト
上
で

強
い
反
感
を
買
っ
た
だ
け
で

は
な
く
、
政
界
に
も
強
い

波
紋
を
投
げ
か
け
た
。
ロ
ド

リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
が

１
７
日
朝
、
ア
ル
ヴ
ィ
ム
氏

の
即
刻
解
任
を
求
め
る
と
、

１
８
年
大
統
領
選
候
補
だ
っ

た
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
氏
や
、
マ

ラ
ニ
ョ
ン
州
知
事
の
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
・
ジ
ノ
氏
、
伯
国
弁

　

１
７
日
の
午
前
中
、
伯
国

の
ニ
ュ
ー
ス
は
ロ
ベ
ル
ト
・

ア
ル
ヴ
ィ
ム
文
化
局
長
の
話

題
で
持
ち
き
り
と
な
っ
た
。

ア
ル
ヴ
ィ
ム
氏
は
、
文
化
局

長
就
任
前
の
全
国
芸
術
財
団

（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
）
会
長

時
代
か
ら
、
伯
国
芸
能
界
で

は
き
わ
め
て
珍
し
い
「
極
右

護
士
会
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
の
フ
ェ

リ
ペ
・
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
会

長
ら
も
そ
れ
に
続
い
た
。
さ

ら
に
ユ
ダ
ヤ
人
協
会
も
強
く

抗
議
し
、
辞
任
を
求
め
た
。

　

ア
ル
ヴ
ィ
ム
氏
は
「
ゲ
ッ

ベ
ル
ス
氏
の
発
言
と
の
類
似

は
偶
然
」
と
し
て
マ
ス
コ
ミ

を
責
め
た
。
だ
が
、
同
氏
の

師
匠
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
に

強
い
影
響
力
を
与
え
る
極
右

思
想
家
の
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
・
デ
・

カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
さ
え
、

「
頭
の
中
の
状
態
が
良
く
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
批
判

す
る
発
言
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
午
前
１
１

時
過
ぎ
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
ア
ル
ヴ
ィ
ム
氏
の
解
任

を
発
表
し
た
。

　

自
称
・
脚
本
家
の
ア
ル

ナ
チ
ス
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
模
倣

画
」
や
、
５
億
レ
ア
ル
規
模

の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
向
け
融

資
な
ど
を
決
め
た
経
緯
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
時
も
、

務
化
し
た
。

　

２
０
１
８
年
５
〜
６
月
に

は
、
燃
料
価
格
の
高
騰
と
荷

主
に
よ
る
強
引
な
値
引
き
に

反
発
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

た
ち
が
全
伯
規
模
で
ス
ト
を

行
い
、
国
中
の
物
流
が
大
混

乱
を
起
こ
し
た
。

　

こ
の
事
件
の
余
波
を
受

け
、
当
時
の
テ
メ
ル
政
権
は

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
最
低
料
金

表
を
制
定
し
た
。
以
来
、
料

　

国
家
陸
運
庁（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

は
１
６
日
、
伯
国
の
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
最
低
料
金
表
を
、

積
荷
の
種
類
や
輸
送
形
式
に

よ
っ
て
１
１
〜
１
５
％
増
額

調
整
し
た
と
、
１
７
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

新
し
い
料
金
表
は
週
明
け

２
０
日
か
ら
有
効
と
な
る
。

　

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
ま
た
、
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
帰
路
、
積
荷

が
空
の
状
態
で
戻
っ
て
く
る

場
合
も
料
金
を
払
う
こ
と
、

運
転
手
の
食
費
、
宿
泊
費
も

荷
主
が
負
担
す
る
こ
と
を
義

前
回
調
整
か
ら
10
％
以
上
も

ミ
ナ
ス
の
奇
病
の
死
者
４
人
に

２
月
に
は
料
金
表
の
違
憲
審
理

デ
ィ
ー

ゼ
ル
油

価
格
へ

の
政
府

介
入
は

行
わ
れ

な
か
っ

た
。

　

全
国

運
輸
連

合
（
Ｃ

Ｎ
Ｔ
）

は
、「
荷

主
が
納

得
し
て

払
う
こ

と
が
出

来
る
料

金
表
を

政
府
は

作
る
べ

に
流
し
な
が
ら
、「
伯
国
の

次
の
１
０
年
間
の
芸
術
は
、

英
雄
的
か
つ
国
民
的
で
、
国

民
の
感
情
を
強
く
喚
起
す
る

も
の
で
あ
る
と
共
に
命
令
的

な
も
の
と
な
る
。
こ
れ
は
、

我
が
国
民
の
緊
急
の
願
望
と

深
く
結
び
つ
い
て
い
る
た
め

で
、
さ
も
な
く
ば
、
何
も
な

い
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
言
葉
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル

ス
氏
の
伝
記
の
中
に
引
用
さ

れ
て
い
る
同
氏
の
言
葉
と
酷

似
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
ネ
ッ

ト
上
で
話
題
と
な
っ
た
。
そ

の
伝
記
に
は
、「
ド
イ
ツ
の

次
の
１
０
年
間
の
芸
術
は
英

雄
的
か
つ
鋼
の
よ
う
な
ロ
マ

ン
に
よ
る
も
の
で
、
客
観
的

で
、
感
傷
的
な
も
の
か
ら
完

全
的
に
解
き
放
た
れ
た
も
の

と
な
る
。
そ
れ
は
悲
哀
を
伴

トラックストの再発を政府は何より恐れている（参考画像・Rodrigues Pozzebom/Ag. Brasil）

アルヴィム氏（Agencia Brasil）

流
石
の
大
統
領
も
即
座
に
解
任

ヴ
ィ
ム
氏
は
、
昨
年
７
月
に

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
全
国

芸
術
財
団
（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｅ
）
会
長
に
抜
擢
。
９
月
に

は
文
化
局
長
に
指
名
さ
れ
、

話
題
と
な
っ
て
い
た
。

の
脚
本
家
」
と
し
て
報
道
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
伯

国
を
代
表
す
る
世
界
的
な
女

優
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
・
モ
ン
テ

ネ
グ
ロ
が
検
閲
に
反
対
す
る

抗
議
運
動
を
行
っ
た
際
に
彼

女
を
批
判
し
、
芸
能
界
全
体

か
ら
強
い
反
感
を
買
っ
た
り

し
て
有
名
に
な
っ
た
。
映
画

や
音
楽
な
ど
で
の
表
現
で
口

出
し
が
多
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
た
同
氏
だ
が
、

不
謹
慎
な
言
動
で
自
身
が
身

を
滅
ぼ
し
た
の
は
皮
肉
か
。

極
右
支
持
者
か
ら
さ
え
擁
護

論
が
浮
上
し
な
か
っ
た
こ
と

も
、
興
味
深
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
６
日
、
聖
市
で
は
ま
た

し
て
も
強
い
雨
が
降
り
、
各

地
で
冠
水
や
倒
木
の
被
害
が

報
告
さ
れ
た
。
同
日
の
雨
で

は
、
５
月
２
５
日
大
通
り
や

バ
ン
デ
イ
ラ
広
場
、
ミ
ニ
ョ

コ
ン
と
い
っ
た
、
市
内
で
も

有
名
な
通
り
や
場
所
で
道
が

水
浸
し
に
な
る
状
態
が
見
受

け
ら
れ
た
た
め
、
話
題
に
な

り
や
す
か
っ
た
。
予
報
に
よ

る
と
、
週
末
か
ら
は
１
６
日

ほ
ど
の
量
の
雨
は
降
ら
な
く

な
る
と
い
う
が
、
寒
冷
前
線

の
影
響
で
気
温
が
下
が
り
、

最
高
気
温
が
２
５
度
に
満
た

な
い
日
が
続
く
。
気
候
の
変

化
で
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う

ご
注
意
を
。

　
　
　
　
　

◎

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
１
８
日
か

ら
、
東
京
五
輪
男
子
サ
ッ

カ
ー
の
南
米
代
表
を
決
め
る

地
区
予
選
が
は
じ
ま
る
。
こ

の
地
域
の
五
輪
出
場
枠
は
僅

か
２
カ
国
で
、
南
米
の
レ
ベ

ル
を
考
え
れ
ば
非
常
に
狭
き

門
だ
。
伯
国
代
表
は
Ｂ
グ

ル
ー
プ
５
カ
国
の
ひ
と
つ
と

し
て
出
場
し
、
初
戦
は
ブ
ラ

ジ
リ
ア
時
間
１
９
日
２
２
時

３
０
分
か
ら
の
ペ
ル
ー
戦
。

初
戦
を
制
し
、
波
に
乗
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　
【
既
報
関
連
】
リ
オ
大
都

市
圏
の
ノ
ヴ
ァ
・
イ
グ
ア
ス

市
に
あ
る
グ
ァ
ン
ド
ゥ
浄
水

場
に
１
７
日
の
朝
７
時
３
０

分
、
大
型
の
水
ろ
過
装
置
を

載
せ
た
３
台
の
貨
物
ト
ラ
ッ

ク
の
内
、
最
初
の
１
台
が
到

着
し
た
と
、
同
日
付
各
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

リ
オ
大
都
市
圏
で
は
、
水

道
水
が
濁
り
、
不
快
な
匂
い

や
味
が
す
る
と
い
う
事
態

が
続
い
て
い
る
。
グ
ァ
ン

ド
ゥ
浄
水
場
は
、
リ
オ
大
都

市
圏
内
に
供
給
さ
れ
る
水
の

８
０
％
を
浄
化
し
て
い
る
。

　

リ
オ
州
水
道
局
（
Ｃ
ｅ
ｄ

ａ
ｅ
）
は
、「
水
の
匂
い
や

味
は
、
有
機
化
合
物
の
ゲ
オ

ス
ミ
ン
が
原
因
で
、
健
康
上

の
害
は
な
い
」
と
し
て
い
た

が
、
現
地
で
は
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
買
占
め
も
発

生
し
て
い
る
。

　

ろ
過
装
置
は
非
常
に
大
き

い
た
め
、
輸
送
は
夜
間
に
し

か
行
え
な
い
。
残
り
２
台
の

貨
物
ト
ラ
ッ
ク
も
、
こ
の
週

末
中
に
グ
ァ
ン
ド
ゥ
浄
水
場

に
到
着
す
る
。

　

こ
の
ろ
過
装
置
は
同
浄
水

場
で
組
み
立
て
た
後
、
活
性

炭
を
装
着
す
る
こ
と
で
初

め
て
機
能
す
る
。
活
性
炭
の

一
部
は
既
に
届
い
て
い
る

が
、本
格
稼
動
の
た
め
に
は
、

１
７
日
正
午
に
パ
ラ
ナ
州
を

出
る
予
定
の
活
性
炭
の
到
着

を
待
つ
必
要
が
あ
る
。
活
性

炭
を
装
着
し
て
の
正
式
稼
動

は
、
週
明
け
ま
で
に
行
わ
れ

る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
１
７
日
朝
は
３
人

の
Ｃ
ｅ
ｄ
ａ
ｅ
職
員
が
事
件

の
原
因
を
調
査
し
て
い
る
警

察
署
に
赴
き
、
事
情
聴
取
を

受
け
た
。
ま
た
、
リ
オ
州
知

事
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ

ツ
ェ
ル
氏
は
１
７
日
、
Ｃ
ｅ

ｄ
ａ
ｅ
浄
水
部
門
担
当
理
事

の
マ
ル
コ
ス
・
シ
メ
ッ
リ
氏

を
解
任
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
今
月
７
日

に
死
者
が
出
て
以
来
、
注
目

さ
れ
て
い
る
ミ
ナ
ス
州
で
の

奇
病
に
関
し
、
市
警
や
農
務

省
が
、
死
者
が
４
人
に
増
え

た
事
や
薬
剤
に
よ
っ
て
汚
染

さ
れ
た
銘
柄
が
八
つ
に
上

る
事
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た

と
１
６
、１
７
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

地
元
の
ビ
ー
ル
会
社
バ
ッ

ケ
ル
の
製
品
を
飲
ん
だ
後
、

嘔
吐
や
吐
き
気
、
腹
痛
な
ど

を
起
こ
し
た
人
が
、
急
速
に

腎
不
全
や
神
経
障
害
に
陥
る

と
い
う
異
常
事
態
は
、
ジ
ュ

イ
ー
ス
・
デ
・
フ
ォ
ー
ラ
市

で
入
院
中
だ
っ
た
５
５
歳
の

男
性
が
亡
く
な
っ
た
７
日
以

降
、
表
面
化
し
た
。

　

１
６
日
ま
で
に
確
認
さ

れ
た
死
者
は
、
５
５
歳
、

７
６
歳
、
８
９
歳
の
男
性

と
、
６
０
歳
の
女
性
各
１
人

だ
。
７
６
歳
と
８
９
歳
の
男

性
は
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
市

在
住
者
で
、
各
々
、
１
５
日

と
１
６
日
に
亡
く
な
っ
た
。

５
５
歳
の
男
性
は
ウ
バ
ー
市

在
住
で
今
月
７
日
、
６
０
歳

の
女
性
は
ポ
ン
ペ
ウ
市
在
住

で
１
２
月
２
８
日
に
亡
く

な
っ
て
い
た
。

　

州
保
健
局
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
４
人
の
他
に
も
、
同
じ

病
気
と
み
ら
れ
る
患
者
１
４

人
が
入
院
加
療
中
だ
。

　

奇
病
の
原
因
は
、
患
者
達

が
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
や
４
人
の

患
者
の
血
液
か
ら
検
出
さ
れ

た
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

と
呼
ば
れ
る
物
質
と
見
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
物
質
は
バ
ッ

ケ
ル
社
が
ビ
ー
ル
の
製
造
過

程
で
使
う
タ
ン
ク
や
水
か
ら

も
検
出
さ
れ
た
。

　

バ
ッ
ケ
ル
社
は
一
貫
し
、

同
社
が
使
っ
て
い
る
の
は
モ

ノ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
だ

と
主
張
し
て
い
る
が
、
市
警

と
農
務
省
が
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
同
社
製
品
８
銘
柄
（
ベ

ロ
リ
ゾ
ン
チ
ナ
、
カ
ピ
シ
ャ

バ
、
バ
ッ
ケ
ル
Ｄ
２
、
バ
ッ

ケ
ル
・
ピ
ウ
セ
ン
、
ブ
ラ
ウ

ン
、
カ
ピ
タ
ン
・
セ
ン
ラ
、

フ
ァ
ル
ゴ
４
６
、ペ
レ
・
ヴ
ェ

ル
メ
リ
ャ
）
か
ら
ジ
エ
チ
レ

ン
グ
リ
コ
ー
ル
が
、
ベ
ロ
リ

ゾ
ン
チ
ナ
と
カ
ピ
シ
ャ
バ

（
銘
柄
と
販
売
地
が
違
う
が
、

中
身
は
同
じ
）
か
ら
は
モ
ノ

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
も
検

出
さ
れ
た
。

　

市
警
は
１
６
日
、
同
社
に

モ
ノ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

を
納
品
し
て
い
た
コ
ン
タ
ー

ジ
ェ
ン
市
の
業
者
の
家
宅
捜

索
を
行
い
、
サ
ン
プ
ル
や
書

類
を
押
収
し
た
が
、
１
７
日

正
午
現
在
で
は
、
サ
ン
プ
ル

の
解
析
結
果
や
事
件
と
の
関

連
性
な
ど
に
つ
い
て
は
何
も

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
、
患
者
数
（
死
者
４

人
、
入
院
患
者
１
４
人
、
同

州
内
１
１
市
在
住
者
）
は
あ

く
ま
で
も
、
症
状
が
重
く
、

入
院
し
た
人
だ
け
だ
。
嘔
吐

と
か
を
起
こ
し
た
が
、
翌
日

は
回
復
し
た
と
い
う
例
は
人

数
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

聖
市
軍
警
が
１
６
日
午

後
、
聖
市
セ
ン
ト
ロ
で
、
デ

モ
隊
が
５
０
０
メ
ー
ト
ル
し

か
歩
い
て
い
な
い
状
態
で
デ

モ
を
中
止
さ
せ
た
。
１
７
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
デ
モ
は
無
賃
乗
車
運

動
（
Ｍ
Ｐ
Ｌ
）
が
計
画
し
た

も
の
で
、
聖
市
バ
ス
、
地
下

鉄
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
値
上
げ
に

反
対
し
、
聖
市
市
立
劇
場
か

ら
パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
ま
で

行
進
す
る
予
定
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
軍
警
は
Ｍ
Ｐ
Ｌ
が

デ
モ
を
行
う
前
に
、
強
い
雨

が
降
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
を
理
由
に
、
デ
モ
を
行

う
こ
と
を
認
め
な
い
と
警
告

し
た
。

　

Ｍ
Ｐ
Ｌ
は
そ
れ
で
も
デ
モ

を
強
行
し
よ
う
と
し
た
。
だ

が
、
軍
警
は
ガ
ス
弾
や
バ
リ

ケ
ー
ド
、
デ
モ
隊
包
囲
な
ど

に
よ
り
、
力
ず
く
で
阻
止
。

デ
モ
隊
そ
の
も
の
が
小
規
模

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
デ

モ
は
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
先
の
レ
プ
ブ
リ
カ
広
場
付

近
で
食
い
止
め
ら
れ
た
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州

知
事
は
「
市
民
や
公
共
の
建

物
を
守
る
た
め
の
行
動
を
行

う
の
は
当
然
だ
」
と
し
て
、

軍
警
の
阻
止
を
肯
定
し
た
。

　

聖
市
で
は
こ
こ
数
日
、
公

共
交
通
機
関
の
料
金
値
上
げ

に
反
対
す
る
デ
モ
が
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
記

者
ま
で
含
ん
だ
逮
捕
者
が
出

て
い
る
。
１
６
日
は
少
な
く

と
も
８
人
が
身
柄
を
拘
束
さ

れ
、
警
察
に
連
行
さ
れ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

1月17日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.1660  R$
買　4.1642  R$

円相場
売　0.0378  R$
買　0.0378  R$

文化局長の動画で大波紋
　

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ア

ル
ヴ
ィ
ム
氏
が
１
６
日
１
９

時
４
６
分
に
投
稿
し
た
６

分
３
８
秒
の
動
画
だ
。
ア
ル

ヴ
ィ
ム
氏
は
ナ
チ
ス
の
音
楽

の
象
徴
で
も
あ
っ
た
ワ
ー
グ

ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
「
ロ
ー
エ
ン

グ
リ
ン
」
の
中
の
曲
を
背
景

大
型
浄
水
装
置
が
浄
水
場
に
到
着

本
格
的
な
稼
動
は
週
明
け
か
ら

汚
染
銘
柄
も
８
つ
に
増
え
る

陸 運 庁

ト
ラ
ッ
ク
の
最
低
料
金
引
き
上
げ

（２）２０２０年 第５４０９号 １月 １８日 （土曜日）

リオ大都市圏

軍
警
が
デ
モ
を
強
行
阻
止

僅
か
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
終
了

聖　市

き
」
と
批
判
し
た
。

　

ま
た
、
料
金
表
の
法
的
整

合
性
自
体
に
意
義
を
唱
え
る

最
高
裁
判
事
も
お
り
、
最
高

裁
は
２
月
に
料
金
表
が
憲
法

に
触
れ
て
い
な
い
か
を
問
う

審
理
を
行
う
予
定
だ
。

　

総
弁
護
庁
（
Ａ
Ｇ
Ｕ
）
は

以
前
、
政
府
は
ま
だ
、
最
低

運
賃
の
設
定
以
外
の
方
法
で

問
題
を
解
決
で
き
な
い
か
、

ト
ラ
ッ
ク
業
界
と
共
に
そ
の

道
を
探
っ
て
い
る
と
し
て
、

最
高
裁
審
理
の
延
期
を
要
求

し
て
い
た
。

　

最
高
裁
に
お
け
る
同
件
の

報
告
官
、
ル
イ
ス
・
フ
ク
ス

判
事
は
、
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
要
求
を

を
受
け
入
れ
、
審
理
の
削
除

を
要
請
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

と
は
逆
に
、
製
品
輸
送
を
ト

ラ
ッ
ク
業
界
に
依
頼
す
る
立

場
の
企
業
家
た
ち
は
、「
最

低
料
金
表
設
定
は
、
自
由
経

済
や
自
由
企
業
、
消
費
者
保

護
の
原
則
に
違
反
す
る
」
と

主
張
し
て
い
る
。

ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
が

検
出
さ
れ
た
バ
ッ
ケ
ル
社
の

ビ
ー
ル
（
１
７
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
の
記
事
の
一
部
）



　

国こ
く

際さ
い

ア
ナ
リ
ス
ト
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

氏し

の
最さ

い

新し
ん

刊か
ん

『
米べ

い

中ち
ゅ
う

覇は

権け
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
行ゆ

く

方え

』
が
面お

も

白し
ろ

い
。
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

に
お
け
る
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くの

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
明め

い

解か
い

に
説と

く
氏し

の
著ち

ょ

作さ
く

は
、
特と

く

に
こ
の
分ぶ

ん

野や

に
弱よ

わ

い
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
と
っ
て
必ひ

つ

読ど
く

書し
ょ

の
感か

ん

が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

の
敗は

い

因い
ん

も
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くの
失し

っ

敗ぱ
い

に

あ
っ
た
と
氏し

は
説と

く
。

　
・
・
・
日に

本ほ
ん

が
近き

ん

現げ
ん

代だ
い

で
負ま

け
た
戦せ

ん

争そ
う

は
、
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日に

本ほ
ん

は
、
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

、
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

、
冷れ

い

戦せ
ん

で
勝

し
ょ
う

利り

し
て
い
ま
す
。[

１
， ｐ
８]

　

な
ぜ
、
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

で
の
み
日に

本ほ
ん

は
負ま

け
た
の
か
。
北き

た

野の

氏し

は
二ふ

た

つ
の
要よ

う

因い
ん

を
あ
げ
る
。

１
）「
孤こ

立り
つ

し
た
か
ら
負ま

け
た
」[

１
， ｐ
２
６
４]

　

た
と
え
ば
、
満ま

ん

洲し
ゅ
う

問も
ん

題だ
い

に
関か

ん

す
る
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

で
の
リ
ッ
ト

ン
調

ち
ょ
う

査さ

団だ
ん

の
勧か

ん

告こ
く

は
、
賛さ

ん

成せ
い

４
２
、
反は

ん

対た
い

１
（
日に

本ほ
ん

の
み
）、

棄き

権け
ん

１
（
シ
ャ
ム
、
現げ

ん

在ざ
い

の
タ
イ
）
と
な
り
、
そ
の
結け

っ

果か

、
日に

本ほ
ん

は
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

を
脱だ

っ

退た
い

し
て
し
ま
い
、
孤こ

立り
つ

へ
の
道み

ち

を
歩あ

ゆ

み
始は

じ

め
た
。

２
）「
負ま

け
る
側が

わ

に
つ
く
と
負ま

け
る
」[

１
， ｐ
２
６
９]

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包ほ

う

囲い

網も
う

（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
オ

ラ
ン
ダ
）
に
対た

い

し
て
、
日に

本ほ
ん

は
三さ

ん

国ご
く

同ど
う

盟め
い

で
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
側が

わ

に
つ
い
た
。
三さ

ん

国ご
く

同ど
う

盟め
い

は
戦せ

ん

力り
ょ
く

的て
き

に
も
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
も
劣れ

っ

勢せ
い

で
あ
り
、
か
つ
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
の
同ど

う

盟め
い

に
メ
リ
ッ
ト

は
ほ
と
ん
ど
無な

か
っ
た
。

　
「
孤こ

立り
つ

す
れ
ば
負ま

け
る
」「
負ま

け
る
側が

わ

に
つ
く
と
負ま

け
る
」。

反は
ん

論ろ
ん

が
不ふ

可か

能の
う

な
ほ
ど
単た

ん

純じ
ゅ
ん

明め
い

快か
い

な
論ろ

ん

理り

で
あ
る
。
先さ

き

の
敗は

い

戦せ
ん

を
真し

ん

に
反は

ん

省せ
い

す
る
た
め
に
は
、
な
ぜ
こ
う
い
う
道み

ち

を
選え

ら

ん
で

し
ま
っ
た
の
か
を
、
分ぶ

ん

析せ
き

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
日に

ち

米べ
い

同ど
う

盟め
い

が
い
か
に
価か

値ち

が
あ
る
か
、
を
北き

た

野の

氏し

は
端た

ん

的て
き

な
事じ

例れ
い

で
示し

め

し
て
い
る
。
２
０
１
２
年ね

ん

９
月が

つ

１
１
日に

ち

、

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
「
尖せ

ん

閣か
く

国こ
く

有ゆ
う

化か

」
決け

っ

定て
い

に
激げ

き

怒ど

し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

は
、
同ど

う

日じ
つ

「
わ
れ
わ
れ
は
事じ

態た
い

の
推す

い

移い

を
密み

っ

接せ
つ

に
注

ち
ゅ
う

視し

し
、

相そ
う

応お
う

の
措そ

置ち

を
取と

る
権け

ん

利り

を
留

り
ゅ
う

保ほ

す
る
」
と
述の

べ
て
、
日に

本ほ
ん

へ

の
報ほ

う

復ふ
く

措そ

置ち

を
示し

唆さ

し
た
。

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
理り

解か
い

す
べ
き
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

    

～ 

北き
た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
米べ

い

中ち
ゅ
う

覇は

権け
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
行ゆ

く

方え

』を
読よ

む

２０１9年
ねん

9 月
がつ

29 日
にち

版
ばん

　

９
月が

つ

１
９
日に

ち

、
副ふ

く

主し
ゅ

席せ
き

だ
っ
た
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

は
、
ア
メ
リ
カ
の
パ

ネ
ッ
タ
国こ

く

防ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

と
会か

い

談だ
ん

し
、
さ
ん
ざ
ん
日に

本ほ
ん

を
批ひ

判は
ん

し
た

後あ
と

、
こ
う
言い

っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
が
釣
魚
島と

う

（
＝
尖せ

ん

閣か
く

）
の
主し

ゅ

権け
ん

問も
ん

題だ
い

に
介か

い

入に
ゅ
うし
、
事じ

態た
い

を
複ふ

く

雑ざ
つ

化か

さ
せ
な
い
こ
と
を
望の

ぞ

む
」。

中ち
ゅ
う

国ご
く

が
尖せ

ん

閣か
く

に
侵し

ん

攻こ
う

し
た
ら
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
動う

ご

く
か
、
探さ

ぐ

り
を
入い

れ
た
の
で
あ
る
。

　
パ
ネ
ッ
タ
は
こ
う
答こ

た

え
た
。「
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

は
日に

ち

米べ
い

安あ
ん

保ぽ

条じ
ょ
う

約や
く

の
適て

き

用よ
う

範は
ん

囲い

で
あ
り
、
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

な
衝

し
ょ
う

突と
つ

に
発は

っ

展て
ん

す
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
も
関か

ん

与よ

せ
ざ
る
を
え
な
い
」。
北き

た

野の

氏し

は
こ
う
指し

摘て
き

す

る
。

　
こ
の
一ひ

と

言こ
と

で
、
日に

本ほ
ん

は
救す

く

わ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
一ひ

と

言こ
と

が
な
け
れ
ば
、中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
安あ

ん

心し
ん

し
て
尖せ

ん

閣か
く

に
侵し

ん

攻こ
う

し
、

苦く

も
な
く
奪う

ば
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。[

１
， ｐ
２
０
３]

　
こ
れ
が
同ど

う

盟め
い

の
価か

値ち

で
あ
る
。
た
と
え
戦せ

ん

力り
ょ
く

的て
き

に
は
劣れ

っ

勢せ
い

で
も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
同ど

う

盟め
い

に
よ
っ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
侵し

ん

略り
ゃ
くを
抑よ

く

止し

で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
単た

ん

純じ
ゅ
ん

明め
い

解か
い

な
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くを
理り

解か
い

し
て
い
な

い
政せ

い

治じ

家か

は
少す

く

な
く
な
い
。
そ
の
代だ

い

表ひ
ょ
うが
ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領
り
ょ
う

だ
。
北き

た

野の

氏し

は
「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
ト
ラ
ン
プ
は
、
外が

い

交こ
う

戦せ
ん

に
よ
っ
て
同ど

う

盟め
い

関か
ん

係け
い

を
増ぞ

う

強き
ょ
うす
る
こ
と
に
、
ま
っ
た
く
関か

ん

心し
ん

が
な
い
よ
う
で
す
」[

１
， ｐ
１
５
９]

と
述の

べ
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
レ
ー
ガ
ン
政せ

い

権け
ん

が
ソ
連れ

ん

を
打だ

倒と
う

で
き
た
の
は
、
日に

本ほ
ん

や
、
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他た

の
欧お

う

州し
ゅ
う

諸し
ょ

国こ
く

と
緊き

ん

密み
つ

な
連れ

ん

携け
い

を
組く

み
、
さ
ら
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
ソ
連れ

ん

の
敵て

き

対た
い

国こ
く

と
し
て
育そ

だ

て
た
か
ら
だ
。

ま
さ
に
ソ
連れ

ん

を
孤こ

立り
つ

さ
せ
、
負ま

け
る
側が

わ

に
つ
け
た
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くの

勝し
ょ
う

利り

だ
っ
た
。

　

そ
の
後こ

う

遺い

症し
ょ
うと
し
て
強

き
ょ
う

大だ
い

化か

し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
打だ

倒と
う

す
る
た
め

に
は
、
ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
今こ

ん

度ど

は
、
日に

本ほ
ん

、
欧お

う

州し
ゅ
うの
み
な

ら
ず
ロ
シ
ア
を
味み

方か
た

に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
や
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
正せ

い

反は
ん

対た
い

で
あ
る
。
イ
ラ
ン
核か

く

合ご
う

意い

か
ら
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
離り

脱だ
つ

し
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ラ
ン
、
ロ
シ
ア
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
依い

然ぜ
ん

と
し
て
支し

持じ

し
て
い
る
。「
ト
ラ
ン
プ
が
合ご

う

意い

か
ら
離り

脱だ
つ

し
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
と
覇は

権け
ん

戦せ
ん

争そ
う

を
し
て
い
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と

ロ
シ
ア
、
欧お

う

州し
ゅ
うが
一い

っ

体た
い

化か

す
る
と
い
う
マ
ヌ
ケ
な
事じ

態た
い

が
起お

こ
っ

て
い
ま
す
」
と
北き

た

野の

氏し

は
解か

い

説せ
つ

す
る
。

　

さ
ら
に
ロ
シ
ア
に
関か

ん

し
て
も
、
２
０
１
４
年ね

ん

３
月が

つ

の
ク
リ
ミ

ア
併へ

い

合ご
う

を
理り

由ゆ
う

に
制せ

い

裁さ
い

を
課か

し
た
。
ロ
シ
ア
は
、
制せ

い

裁さ
い

ど
こ
ろ

か
非ひ

難な
ん

す
ら
し
な
い
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
関か

ん

係け
い

を
強

き
ょ
う

化か

し
て
い
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
上し

ゃ
ん
は
い海
協き

ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
ロ
シ
ア
と
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ

ア
４
カ
国こ

く

、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
等と

う

々と
う

）、
一い

っ

帯た
い

一い
ち

路ろ

、
Ａ

Ｉ
Ｉ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投と

う

資し

銀ぎ
ん

行こ
う

）
な
ど
を
通つ

う

じ
て
、
味み

方か
た

を
ど
ん
ど
ん
増ふ

や
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点て

ん

で
は
、
敵て

き

を
孤こ

立り
つ

化か

さ
せ
る
こ
と
を
含ふ

く

む
孫そ

ん

子し

の
兵へ

い

法ほ
う

を
知し

る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
方ほ

う

が

上じ
ょ
う

手ず

で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
の
「
同ど

う

盟め
い

音お
ん

痴ち

」
を
カ
バ
ー
し
て
き
た
の
が
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うだ
。
先さ

き

頃ご
ろ

、
大お

お

阪さ
か

で
開ひ

ら

か
れ
た
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

自じ

身し
ん

と
ト
ラ
ン
プ
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う、
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ
首し

ゅ

相し
ょ
うと
の
三さ

ん

者し
ゃ

会か
い

談だ
ん

を
実じ

つ

現げ
ん

し
、「
自じ

由ゆ
う

で
開ひ

ら

か
れ
た
イ
ン
ド
太た

い

平へ
い

洋よ
う

の
実じ

つ

現げ
ん

に
向む

け
た
連れ

ん

携け
い

で
一い

っ

致ち

し
た
」（
日に

っ

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
６
／
２
８
）

と
報ほ

う

じ
ら
れ
た
。
三さ

ん

者し
ゃ

並な
ら

ん
だ
写し

ゃ

真し
ん

は
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

主し
ゅ

席せ
き

以い

下か

に
脅

き
ょ
う

威い

を
感か

ん

じ
さ
せ
た
ろ
う
。

　

北き
た

野の

氏し

も
日に

本ほ
ん

の
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くに
お
い
て
、
１
２
億お

く

の
人じ

ん

口こ
う

を
持も

ち
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
も
こ
れ
か
ら
成せ

い

長ち
ょ
う

期き

を
迎む

か

え
る
イ
ン
ド

は
、
ア
メ
リ
カ
と
共と

も

に
最さ

い

重じ
ゅ
う

要よ
う

国こ
っ

家か

と
指し

摘て
き

し
て
い
る
が
、

安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
そ
れ
を
見み

事ご
と

な
写し

ゃ

真し
ん

と
し
て
世せ

界か
い

に
示し

め

し
た
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

下か

で
も
対た

い

中ち
ゅ
う

政せ
い

策さ
く

は
不ふ

明め
い

瞭り
ょ
うで

あ
る
。
Ｇ
２
０
で
は
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

に
対た

い

し
「
日に

っ

中ち
ゅ
う

関か
ん

係け
い

は
完か

ん

全ぜ
ん

な

軌き

道ど
う

に
戻も

ど

っ
た
」
と
し
、「
来ら

い

年ね
ん

の
桜さ

く
らの
咲さ

く
頃こ

ろ

、
習

し
ゅ
う

主し
ゅ

席せ
き

を

日に

本ほ
ん

に
迎む

か

え
た
い
」
と
要よ

う

請せ
い

し
た
。

　

安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
次つ

ぎ

の
日ひ

に
ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと
会か

い

談だ
ん

し
た
が
、

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うは
そ
の
翌よ

く

日じ
つ

、
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
こ
う
語か

た

っ
た
。

　
誰だ

れ

か
が
日に

本ほ
ん

を
攻こ

う

撃げ
き

す
れ
ば
、
我わ

れ

々わ
れ

は
反は

ん

撃げ
き

し
、
全ぜ

ん

軍ぐ
ん

全ぜ
ん

力り
ょ
くで
戦た

た
かう
。

　

し
か
し
、
誰だ

れ

か
が
米べ

い

国こ
く

を
攻こ

う

撃げ
き

し
て
も
、
彼か

れ

ら
（
日に

本ほ
ん

）

は
そ
れ
を
す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
な
い
。

　
こ
れ
は
変か

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うに
言い

っ
た
。

[

１
， ｐ
２
２
１]

　

ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

中ち
ゅ
うは
よ
く
日に

ち

米べ
い

安あ
ん

保ぽ

条じ
ょ
う

約や
く

の
不ふ

平び
ょ
う

等ど
う

性せ
い

を
訴う

っ
た
え
て
い
た
が
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
な
っ
て
か

ら
は
封ふ

う

印い
ん

し
て
い
た
。
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うと
の
連れ

ん

携け
い

を
評

ひ
ょ
う

価か

し
て
い
た

か
ら
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
が
こ
の
時じ

期き

に
ま
た
吹ふ

き
出だ

し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
今い

ま

、世せ

界か
い

の
覇は

権け
ん

を
か
け
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
戦た

た
かい
を
挑い

ど

ん
で
い
る
。

そ
ん
な
時と

き

に
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

を
国こ

く

賓ひ
ん

と
し
て
招

し
ょ
う

待た
い

し
た
ら
、「
ト
ラ

ン
プ
さ
ん
が
ム
カ
つ
く
の
は
当と

う

然ぜ
ん

で
し
ょ
う
」
と
北き

た

野の

氏し

は
語か

た

る
。
当と

う

然ぜ
ん

で
あ
る
。

　

問も
ん

題だ
い

は
、
な
ぜ
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うが
こ
ん
な
発は

つ

言げ
ん

を
し
た
の
か
、

と
い
う
事こ

と

だ
。
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

特と
く

別べ
つ

記き

者し
ゃ

の
田た

村む
ら

秀ひ
で

男お

氏し

は
、
首し

ゅ

相し
ょ
う

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
政せ

い

官か
ん

の
親し

ん

中ち
ゅ
う

派は

と
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

信し
ん

仰こ
う

」
を
持も

つ
経け

い

団だ
ん

連れ
ん

が
足あ

し

並な

み
を
揃そ

ろ

え
て
い
る
、
と
分ぶ

ん

析せ
き

し
て
い
る[

２]

。

　

非ひ

凡ぼ
ん

な
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

感か
ん

覚か
く

を
持も

つ
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うが
、
そ
の
危あ

や

う

さ
に
気き

が
つ
か
な
い
は
ず
は
な
い
が
、
ま
と
も
な
国こ

っ

家か

観か
ん

に
欠か

け
た
親し

ん

中ち
ゅ
う

派は

の
政せ

い

官か
ん

財ざ
い

に
囲か

こ

ま
れ
て
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うと
言い

え
ど

も
思お

も

い
通ど

お

り
に
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と

す
れ
ば
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うを
批ひ

判は
ん

す
る
だ
け
で
は
事こ

と

は
解か

い

決け
つ

し
な

い
。
彼か

れ

ら
「
獅し

子し

身し
ん

中ち
ゅ
うの
虫む

し

」
を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
の
指し

摘て
き

す
る
日に

ち

米べ
い

同ど
う

盟め
い

の
不ふ

平び
ょ
う

等ど
う

性せ
い

を
根こ

ん

本ぽ
ん

か

ら
是ぜ

正せ
い

す
る
に
は
、
現げ

ん

行こ
う

憲け
ん

法ぽ
う

を
改か

い

正せ
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
進す

す

め
る
に
は
、
国こ

く

民み
ん

が
現げ

ん

実じ
つ

の
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

に
目め

覚ざ

め
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
そ
国こ

く

内な
い

の
獅し

子し

身し
ん

中ち
ゅ
うの

虫む
し

か
ら
国く

に

を
守ま

も

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
北き

た

野の

氏し

の
著ち

ょ

作さ
く

か
ら
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くの
死し

活か
つ

的て
き

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
学ま

な

ぶ
意い

義ぎ

は
こ
こ
に
あ

る
。

　

ト
ラ
ン
プ
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くは
は
る
か
に
う

ま
く
い
っ
て
い
る
が
、
筆ひ

っ

者し
ゃ

が
不ふ

思し

議ぎ

に
思お

も

っ
て
い
た
の
は
、
チ

ベッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
の
よ
う
な
世せ

界か
い

最さ
い

悪あ
く

の
人じ

ん

権け
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くに
参さ

ん

加か

す
る
国く

に

が
か
く
も

多お
お

い
の
か
、
と
い
う
疑ぎ

問も
ん

だ
っ
た
。
北き

た

野の

氏し

の
今こ

ん

回か
い

の
本ほ

ん

は
、

こ
の
点て

ん

も
単た

ん

純じ
ゅ
ん

明め
い

快か
い

に
解と

き
明あ

か
し
て
く
れ
る
。

　
考か

ん
がえ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
、
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

超ち
ょ
う

大た
い

国こ
く

で
あ
る
こ
と
は
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの

誰だ
れ

も
が
知し

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
日に

本ほ
ん

と
欧お

う

米べ
い

は
、
こ
の
国く

に

の
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

に
つ
い

て
、
ほ
と
ん
ど
触ふ

れ
な
か
っ
た
。

　
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
関か

か

わ
っ
て
い
る
と
「
儲も

う

か
る
か
ら
」
で
す
。

　
つ
ま
り
、
日に

本ほ
ん

も
欧お

う

米べ
い

も
、
い
や
全ぜ

ん

世せ

界か
い

が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
人じ

ん

権け
ん ＜

 

金か
ね

　
と
い
う
こ
と
で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
優や

さ

し
か
っ
た
。[

１
， ｐ
１
８
４]

　
つ
ま
り
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

は
、
儲も

う

け
さ
せ
て
く
れ
る
国く

に

で
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

超ち
ょ
う

大た
い

国こ
く

で
あ
っ
て
も
、
見み

て
見み

ぬ
振ふ

り
を

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
我わ

が
国く

に

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
覇は

権け
ん

下か

に
陥

お
ち
い
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
の
よ
う
な
目め

に

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
孤こ

立り
つ

す
れ
ば
負ま

け
る
」「
負ま

け
る
側が

わ

に
つ
く
と
負ま

け
る
」
と
い
う

　

単た
ん

純じ
ゅ
ん

明め
い

快か
い

な
原げ

ん

理り

か
ら
、
日に

本ほ
ん

の
行い

く
べ
き
進し

ん

路ろ

を
考か

ん
が

え
れ
ば
。

（３） ２０２０年第５４０９号 	 １月	１８日	（土曜日）

あ
っ
て
も
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

は
誰だ

れ

も
助た

す

け
て
く
れ
な
い
、
と
い
う
事こ

と

に
な
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
「
儲も

う

け
さ
せ
て
く
れ
る
国く

に

」
で
あ
り
続つ

づ

け
る

限か
ぎ

り
。

　
し
か
し
幸さ

い
わい
な
こ
と
に
、北き

た

野の

氏し

の
予よ

測そ
く

で
は
、中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
「
お

金か
ね

が
た
っ
ぷ
り
あ
る
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

国こ
っ

家か

」
か
ら
、
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
「
お

金か
ね

が
あ
ま
り
な
い
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

国こ
っ

家か

」
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
理り

由ゆ
う

は
、
第だ

い

一い
ちに
国こ

っ

家か

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
見み

て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

高こ
う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
う

時じ

代だ
い

は
峠と

う
げ
を
越こ

え
て
低て

い

成せ
い

長ち
ょ
うの
時じ

代だ
い

に
入は

い

っ
て
い

く
事こ

と

。
第だ

い

二に

に
ア
メ
リ
カ
の
仕し

掛か

け
る
貿ぼ

う

易え
き

戦せ
ん

争そ
う

で
、
そ
の

悪あ
っ

化か

の
ス
ピ
ー
ド
が
加か

速そ
く

し
て
い
く
事こ

と

で
あ
る
。

　
歴れ

き

史し

が
証

し
ょ
う

明め
い

し
て
い
る
よ
う
に
、「
お
金か

ね

が
た
っ
ぷ
り
あ
る

人じ
ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

国こ
っ

家か

」
と
つ
き
あ
い
た
い
国く

に

、
企き

業ぎ
ょ
う、
人ひ

と

は
た
く
さ

ん
あ
る
。

　
し
か
し
、「
お
金か

ね

が
あ
ま
り
な
い
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

国こ
っ

家か

」
と
つ
き

あ
い
た
い
国く

に

、
企き

業ぎ
ょ
う、
人ひ

と

は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
す
。

　
近ち

か

い
将

し
ょ
う

来ら
い

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
関か

ん

し
て
は
、

　
　
　
　
　
人じ

ん

権け
ん ＜

 

金か
ね　
　
か
ら　
　
人じ

ん

権け
ん ＞

 

金か
ね

　
に
変か

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。[

１
， ｐ
１
８
６]

　
こ
の
期ご

に
及お

よ

ん
で
、
い
ま
だ
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
連れ

ん

携け
い

を
強つ

よ

め
よ
う

と
す
る
親し

ん

中ち
ゅ
う

派は

の
政せ

い

官か
ん

財ざ
い

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
経け

い

済ざ
い

的て
き

衰す
い

退た
い

を
遅お

く

ら

せ
、
そ
れ
だ
け
世せ

界か
い

を
危あ

や

う
く
す
る
。
ま
さ
に
レ
ー
ニ
ン
が

語か
た

っ
た
よ
う
に
「
自じ

分ぶ
ん

の
首く

び

を
絞し

め
る
縄な

わ

ま
で
売う

る
」
人ひ

と

々び
と

で

あ
る
。

　

自じ

分ぶ
ん

個こ

人じ
ん

の
利り

益え
き

の
た
め
に
は
自じ

国こ
く

を
危き

険け
ん

に
晒さ

ら

し
て
も

構か
ま

わ
な
い
人ひ

と

々び
と

を
「
売ば

い

国こ
く

奴ど

」
と
呼よ

ぶ
。
民み

ん

度ど

の
高た

か

い
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

と
は
、
そ
の
よ
う
な
売ば

い

国こ
く

奴ど

の
少す

く

な
い
国く

に

で

あ
る
。

　
「
売ば

い

国こ
く

奴ど

」
と
厳き

び

し
い
言こ

と

葉ば

を
使つ

か

っ
た
が
、
本ほ

ん

当と
う

に
日に

本ほ
ん

や

世せ

界か
い

の
危き

険け
ん

を
知し

り
な
が
ら
、
自じ

分ぶ
ん

の
利り

益え
き

を
追つ

い

求き
ゅ
うす
る
と

い
う
「
確か

く

信し
ん

犯は
ん

」
的て

き

売ば
い

国こ
く

奴ど

は
そ
れ
ほ
ど
多お

お

く
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
も
、
独ど

く

裁さ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
危き

険け
ん

性せ
い

を
よ
く
知し

ら
ず
、
考か

ん
が
え

ず
に
、
自じ

己こ

の
利り

益え
き

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
て
い
る
「
迂う

闊か
つ

な
」
売ば

い

国こ
く

奴ど

が
大た

い

半は
ん

な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
人ひ

と

に
は
ぜ
ひ
北き

た

野の

氏し

の

本ほ
ん

を
読よ

ん
で
、
自じ

分ぶ
ん

の
迂う

闊か
つ

さ
に
目め

覚ざ

め
て
欲ほ

し
い
。

　

北き
た

野の

氏し

の
本ほ

ん

を
読よ

み
な
が
ら
、
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くに
関か

ん

し
て
も
う
一ひ

と

つ
気き

づ
い
た
事こ

と

が
あ
る
。
同ど

う

盟め
い

の
間

あ
い
だ

柄が
ら

で
も
役や

く

割わ
り

の
分ぶ

ん

担た
ん

は
あ

り
う
る
、
と
い
う
事こ

と

だ
。
た
と
え
ば
、
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

で
は
、
日に

本ほ
ん

は
ロ
シ
ア
と
正

し
ょ
う

面め
ん

切き

っ
て
戦

た
た
か
っ
た
が
、
英え

い

国こ
く

は
そ
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
い
く
つ
も
の
港み

な
とで
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦か

ん

隊た
い

の
航こ

う

行こ
う

を
妨ぼ

う

害が
い

し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
建た

て

前ま
え

は
中

ち
ゅ
う

立り
つ

国こ
く

だ
っ
た
が
、
日に

本ほ
ん

が
完か

ん

全ぜ
ん

に
刀

か
た
な

折お

れ
矢や

尽つ

き
る
前ま

え

に
間あ

い
だに
入は

い

っ
て
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
の
講こ

う

和わ

条じ
ょ
う

約や
く

締て
い

結け
つ

を
進す

す

め
た
。

　

時と
き

に
は
肩か

た

を
並な

ら

べ
て
、
一い

っ

緒し
ょ

に
血ち

を
流な

が

す
の
が
軍ぐ

ん

事じ

同ど
う

盟め
い

だ

が
、
現げ

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

の
よ
う
に
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

、
外が

い

交こ
う

戦せ
ん

、
経け

い

済ざ
い

戦せ
ん

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
る
と
、
日に

ち

米べ
い

は
違ち

が

っ
た
役や

く

割わ
り

を
担に

な

っ
て
、
同ど

う

盟め
い

の
効こ

う

果か

１
．「
孤こ

立り
つ

す
れ
ば
負ま

け
る
」

　
　
「
負ま

け
る
側が

わ

に
つ
く
と
負ま

け
る
」

２
．
日に

本ほ
ん

を
救す

く

っ
た
日に

ち

米べ
い

同ど
う

盟め
い

を
最さ

い

大だ
い

化か

す
る
事こ

と

が
求も

と

め
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
こ
の
２
５
日に

ち

午ご

後ご

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行お

こ
な
わ
れ

た
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うと
ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
会か

い

談だ
ん

で
は
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは

「
日に

本ほ
ん

の
ユ
ニ
ー
ク
な
立た

ち

場ば

を
生い

か
し
て
イ
ラ
ン
と
の
関か

ん

係け
い

を

維い

持じ

し
、話は

な

し
合あ

い
を
続つ

づ

け
て
も
ら
い
た
い
」
と
求も

と

め
た[

３]

。

日に

本ほ
ん

は
長な

が

年ね
ん

イ
ラ
ン
と
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
持も

ち
、
ア
メ
リ
カ
と
イ

ラ
ン
の
仲な

か

立だ

ち
を
す
る
に
は
絶ぜ

っ

好こ
う

の
位い

置ち

に
あ
る
。

　

ま
た
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
一い

っ

帯た
い

一い
ち

路ろ

は
多お

お

く
の
国く

に

を
「
サ
ラ
金き

ん

地じ

獄ご
く

」

に
陥

お
と
し
いれ
て
い
る
が
、
長な

が

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

の
誠せ

い

意い

あ
る
政せ

い

府ふ

開か
い

発は
つ

援え
ん

助じ
ょ

な
ど
の
実じ

っ

績せ
き

を
も
っ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
投と

う

資し

の
危き

険け
ん

性せ
い

を
誰だ

れ

に
も
分わ

か
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
世せ

界か
い

の
多お

お

く
の
発は

っ

展て
ん

途と

上じ
ょ
う

国こ
く

を
「
債さ

い

務む

の
罠わ

な

」
に
陥お

ち
いる
前ま

え

に
救す

く

い
、
彼か

れ

ら
を
味み

方か
た

に
引ひ

き
入い

れ
る
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
を
敵て

き

視し

す
る
イ
ス
ラ
ム
諸し

ょ

国こ
く

で
も
、
日に

本ほ
ん

を
信し

ん

頼ら
い

し
て
い
る
国く

に

は
少す

く

な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
国く

に

々ぐ
に

が
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

金か
ね

」
に
頼た

よ

ら
な
く
と
も
よ
い
よ
う
に
な
れ
ば
、
彼か

れ

ら
も
ウ
イ
グ

ル
で
の
イ
ス
ラ
ム
教

き
ょ
う

徒と

弾だ
ん

圧あ
つ

に
声こ

え

を
上あ

げ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

日に

本ほ
ん

の
今い

ま

ま
で
の
誠せ

い

実じ
つ

な
外が

い

交こ
う

、
経け

い

済ざ
い

援え
ん

助じ
ょ

、
そ
し
て
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
中な

か

で
の
最さ

い

先せ
ん

進し
ん

国こ
く

、
と
い
う
国こ

く

際さ
い

的て
き

地ち

位い

を
フ
ル

に
生い

か
せ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
同ど

う

盟め
い

国こ
く

に
な
る
は
ず
だ
。

　

日に

本ほ
ん

の
味み

方か
た

を
増ふ

や
す
の
は
政せ

い

治じ

家か

だ
け
の
仕し

事ご
と

で
は
な

く
、
外が

い

国こ
く

と
の
取と

り

引ひ
き

を
す
る
企き

業ぎ
ょ
う

人じ
ん

か
ら
、
日に

本ほ
ん

に
く
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

を
「
お
も
て
な
し
」
す
る
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

ま
で
、
国こ

く

民み
ん

一ひ
と

人り

ひ

と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場ば

で
「
一い

っ

燈と
う

照し
ょ
う

偶ぐ
う

」
の
心こ

こ
ろ
が
け
で
取と

り
組く

む
べ
き
課か

題だ
い

で
あ
る
。
そ
の
積つ

み
重か

さ

ね
が
、
日に

本ほ
ん

の
肩か

た

を

持も

つ
人ひ

と

々び
と

と
国く

に

を
増ふ

や
す
。
さ
ら
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

民み
ん

の
間あ

い
だで
も
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

独ど
く

裁さ
い

政せ
い

権け
ん

の
反は

ん

日に
ち

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
か
ら
目め

覚ざ

め
さ
せ
る
。

す
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
知し

ら
な
い
日に

本ほ
ん

「
２
」
─
「
和わ

の
国く

に

」
と
い
う

〝
根ね

っ
こ
〟』、
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｒ
０
１

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
５
９
４
０
８
３
２
５
０
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
ｌ
０
－
２
２
／

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
） 

北き
た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
米べ

い

中ち
ゅ
う

覇は

権け
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
行ゆ

く

方え

』
★
★
★
★
、

扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｒ
０
１

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
５
９
４
０
８
３
２
３
４
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
ｌ
０
－
２
２
／

（
２
） 

田た

村む
ら

秀ひ
で

男お

「
経け

い

団だ
ん

連れ
ん

は
〝
中

ち
ゅ
う

国ご
く

信し
ん

仰こ
う

〟
を
捨す

て
よ
」

『
正せ

い

論ろ
ん

』
Ｈ
３
０
．
１
２

（
３
） 「『
日に

本ほ
ん

の
ユ
ニ
ー
ク

な
立た

ち

場ば

生い

か
し
て
』
ト
ラ
ン

プ
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う　

安あ

倍べ

首し
ゅ

相
し
ょ
う

に
イ
ラ
ン
と
の
話は

な

し
合あ

い
継け

い

続ぞ
く

を
要よ

う

請せ
い

」
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
Ｒ

０
１
０
９
２
７

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｗ

ｗ
ｗ
．
ｓ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｉ
．

ｃ
ｏ
ｍ
／
ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ

ｉ
ｃ
ｓ
／
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
／

１
９
０
９
２
７
／
ｐ
ｌ
ｔ

１
９
０
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Japão rememora os 25 anos 
passados desde o Grande 
Terremoto de Hanshin-Awaji

Tribunal ordena suspensão de 
operação de reator em usina 
nuclear no oeste do Japão

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Terremoto (17/01/2020)

Usina Nuclear (17/01/2020)

Nesta sexta-feira, com-
pletam-se 25 anos desde a 
ocorrência de um poderoso 
terremoto que devastou a 
província de Hyogo e áre-
as próximas, na parte oeste 
do Japão, deixando 6.434 
pessoas mortas.
O tremor, conhecido como 
o Grande Terremoto de 
Hanshin-Awaji, ocorreu no 
dia 17 de janeiro de 1995, 
e destruiu muitas constru-
ções e provocou incêndios.
Em um parque da cidade 
de Kobe, a área mais atin-

Um tribunal japonês de 
alta instância ordenou a 
suspensão de operação de 
um reator nuclear no oeste 
do Japão, após moradores 
locais terem solicitado a in-
terdição devido a preocupa-
ções com a segurança.
O Tribunal Superior de Hi-
roshima emitiu a suspen-
são na tarde de sexta-feira 
para o reator nº 3 da usina 
nuclear de Ikata, na provín-
cia de Ehime. A instalação 
é operada pela Companhia 

gida, muitas lanternas de 
bambu foram colocadas 
em memória às vítimas. 
As luzes das lanternas for-
mam os números “1.17”, 
em referência à data, assim 
como a palavra “kizamu”, 
em japonês, que significa 
“gravar”. O termo foi es-
colhido para expressar os 
votos dos moradores de 
deixar gravadas a memó-
ria do desastre, as lições 
aprendidas e os esforços de 
restauração da cidade para 
transmiti-las aos jovens.

de Energia Elétrica de Shi-
koku.
Três moradores de ilhas na 
província de Yamaguchi, 
próxima à usina, tinham 
apelado de uma decisão 
de tribunal de instância in-
ferior, em março do ano 
passado, que rejeitou a so-
licitação pela suspensão de 
operação do reator.
Ao anunciar a decisão, o 
juiz que presidiu o caso, 
Kazutake Mori, citou que a 
possibilidade de haver uma 

A NHK perguntou a algu-
mas pessoas que, na épo-
ca, frequentavam a escola 
primária ou ginasial, sobre 
suas experiências passadas 
no terremoto.
Cerca de 60% delas res-
ponderam que superaram a 
trágica experiência e estão 
avançando em frente. Mais 
da metade dos sobreviven-
tes disse que o fato nutriu 
neles o desejo de ajudar 
pessoas em dificuldades.
A reconstrução de Kobe 
tem levado tempo. Um 

falha ativa nas proximida-
des da usina não pode ser 
descartada.
Ele afirmou que a distância 
entre a falha e a usina é me-
nor que dois quilômetros, 
mas a Companhia de Ener-
gia Elétrica de Shikoku não 
conduziu um levantamen-
to completo. Ele citou que 
houve um erro no processo, 
o que levou a Autoridade 
Reguladora Nuclear a auto-
rizar o reinício de operação 
da usina. O juiz acrescen-

dos projetos de redesen-
volvimento foi concluído 
somente no ano passado. 
Contudo, as antigas ruas 
comerciais da área de in-
tenso movimento ainda 
não retornaram ao que 
eram. O governo da pro-
víncia de Hyogo ainda ne-
cessita quitar o que resta da 
dívida de aproximadamen-
te 9 bilhões de dólares feita 
para a realização das obras 
de reconstrução, por mais 
outros 10 anos.

tou que foram menospre-
zados os riscos impostos 
por um vulcão, localizado a 
aproximadamente 130 qui-
lômetros da usina nuclear.
O reator está fora de ope-
ração desde dezembro para 
inspeções de rotina. A de-
cisão de sexta-feira deve 
manter o reator nesse esta-
do mesmo após abril, quan-
do as inspeções devem ser 
concluídas.
A operadora da usina irá 
apelar da decisão.

Especialistas   recomendam   um
estreito monitoramento do novo vírus

Nissan Motor divulga relatório financeiro 
indicando  irregularidades  por
parte de Ghosn

Novo Vírus (16/01/2020)

Nissan Motor (17/01/2020)

Especialistas opinam que 
não é preciso grande alar-
me diante do primeiro caso 
de infecção pelo novo tipo 
de coronavírus no Japão, 
embora não descartem a 
necessidade de vigilância.
O diretor do Instituto Mu-
nicipal de Saúde Pública 
de Kawasaki diz estar claro 
onde o paciente foi infecta-
do, dada a estada dele na 
cidade chinesa de Wuhan. 
Nobuhiko Okabe ressalta 
que até agora o contágio 

A Nissan Motor divulgou 
um resumo sobre os fun-
dos da companhia que, se-
gundo ela, foram mal uti-
lizados pelo ex-presidente 
do conselho de adminis-
tração, Carlos Ghosn, para 
propósitos particulares.
Um informe submetido 
pela Nissan à Bolsa de Va-
lores de Tóquio, na quin-
ta-feira, afirma que mais 
de 22 milhões de dólares 
foram gastos para a aqui-
sição e renovação de casas 
no Brasil e no Líbano, para 
uso de Ghosn. O informe 
diz que o dinheiro foi de-
sembolsado através de 

entre seres humanos tem 
sido muito limitado.
Explica, contudo, que 
pouco se sabe a respeito 
do vírus e que, portanto, é 
necessário um atento mo-
nitoramento. Acrescenta 
que teoricamente o coro-
navírus poderá passar por 
mutações e se tornar mais 
virulento, vindo a se disse-
minar com maior facilida-
de entre seres humanos.
Okabe afirma que, no Ja-
pão, existe um risco maior 

uma firma de investimento 
estabelecida pela Nissan, 
na Holanda.
O informe também mos-
tra que a Nissan pagou 4,4 
milhões de dólares para 
Ghosn e sua família usa-
rem aviões a jato da com-
panhia e fretados para fins 
particulares.
O relatório diz que uma in-
vestigação sobre a compa-
nhia conjunta Renault-Nis-
san, baseada na Holanda, 
constatou que foram gas-
tos cerca de 4,34 milhões 
de dólares em eventos que 
não estavam relacionados 
com as atividades da cor-
poração.

Governo japonês não conseguirá 
atingir meta estabelecida para 
saldo primário

Monumento com símbolo das 
Olimpíadas inaugurado na 
Baía de Tóquio

Premiê japonês encerra giro 
por nações do Oriente Médio

Economia (17/01/2020)

Olimpíada (17/01/2020)

Diplomacia (15/01/2020)

O governo do Japão diz 
que não conseguirá atingir 
a meta de superávit do sal-
do primário até o ano fis-
cal de 2025, mesmo que o 
crescimento econômico se 
mantenha acima do nível 
atual.
O escritório do gabinete 
projeta um déficit orça-
mentário de aproximada-
mente 32,7 bilhões de dó-

Um enorme monumento 
com o símbolo das Olim-
píadas foi inaugurado na 
Baía de Tóquio, seis meses 
antes do início dos jogos 
de Tóquio 2020.
O monumento com os 
cinco anéis foi construído 
num estaleiro em Yokoha-
ma, perto de Tóquio, e le-
vou cinco meses para ser 
concluído.
Na sexta-feira o monu-
mento chegou pelo mar, 
numa balsa, que foi atraca-
da no Odaiba Marine Park, 
um dos locais dos jogos. O 
monumento permanecerá 
sobre a balsa até o final da 
Olimpíada.
Mergulhadores vão amar-
rar a balsa a blocos de 

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, completou seu giro 
por três nações do Oriente 
Médio. Ele concordou com 
os líderes desses países que 
o diálogo será crucial para 
estabilizar a região e redu-
zir as tensões.
Abe deixou Omã, a última 
parada da viagem, na ma-
nhã de quarta-feira. Seu 
itinerário incluiu a Arábia 
Saudita e os Emirados Ára-
bes Unidos. Ele concordou 
com o príncipe herdeiro 
saudita, Mohammed bin 
Salman, que todos os paí-
ses envolvidos precisam se 
unir para atingir seus obje-
tivos.
Abe e o príncipe herdeiro 
de Abu Dhabi, o xeique 
Mohamed bin Zayed Al 
Nahyan, concordaram so-
bre a importância de es-

lares até o ano objetivado. 
Isto equivale a um valor 
de cerca de 11,8 bilhões de 
dólares mais alto do que a 
projeção anterior, feita seis 
meses atrás.
As autoridades indicam 
como causa a receita tribu-
tária menor do que a espe-
rada, entre outros fatores.
Elas estabeleceram o ano 
meta para dois anos além, 
ou seja para o ano fiscal de 
2027.

concreto no fundo da baía 
usando cabos.
Ao olhar para o monu-
mento a partir de Odaiba, 
um distrito de compras 
e entretenimento, outras 
estruturas simbólicas de 
Tóquio poderão ser vis-
tas na paisagem, como a 
Rainbow Bridge, ou Pon-
te do Arco-Íris, e a Torre 
de Tóquio. O monumento 
será iluminado todas as 
noites a partir do dia 24 de 
janeiro.
Durante os próximos me-
ses, monumentos com os 
cinco anéis e mascotes 
serão exibidos em vários 
locais, como o topo do 
monte Takao, no oeste de 
Tóquio, e os salões de de-
sembarque dos aeroportos 
de Haneda e Narita.

forços diplomáticos. Eles 
reafirmaram que vão traba-
lhar de perto com a Arábia 
Saudita.
Os líderes do Japão e de 
Omã concordaram sobre 
a necessidade de resolver 
problemas regionais por 
meio do diálogo. A nação 
no Golfo Pérsico mantém 
boas relações com o Irã.
Abe disse aos líderes do 
Oriente Médio que o envio 
pelo Japão de uma missão 
das Forças de Autodefesa 
para a região visa garantir 
a segurança de navegação 
de embarcações relaciona-
das ao país. As três nações 
expressaram seu apoio ao 
envio. Omã se mostrou 
disposto a aceitar o plano 
do Japão de estabelecer no 
país uma estação de abas-
tecimento para a missão.

de contágio por influenza 
e que não convém à popu-
lação se preocupar demais 
com a possibilidade de 
contrair o novo vírus. Con-
sidera provável que sejam 
eficazes as mesmas medi-
das normalmente tomadas 
contra a gripe influenza, 
como lavar as mãos e evi-
tar multidões.
Por sua vez, Hitoshi Oshi-
tani, professor da Univer-
sidade Tohoku, considera 
improvável nestas alturas a 

O informe alega que o di-
nheiro foi usado para or-
ganização de uma festa, 
no Palácio de Versalhes, 
na França, para convite de 
pessoas ao carnaval anual 
do Rio de Janeiro e ao Fes-
tival de Filme de Cannes, 
bem como para aquisição 
de presentes de uma grife 
de luxo.
A Nissan estima que o to-
tal de danos consequentes 
desses eventos e outras 
formas de alegadas irregu-
laridades chegaram a apro-
ximadamente 318 milhões 
de dólares. A companhia 
deverá lançar procedimen-
tos legais contra Ghosn, 
incluindo um pedido de 
indenização.

ocorrência de um surto em 
grande escala. Ele destaca 
que pessoal de saúde que 
vêm tratando de pacientes 
não tem sido infectado e 
que não houve um amplo 
contágio a partir de pacien-
tes.
Conclui ser importante 
uma identificação imediata 
do foco de infecção pelas 
autoridades e que elas te-
nham uma precisa compre-
ensão do quadro geral.
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催さ
い

さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
な
お
、
同ど

う

修し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

で
は
修し

ゅ
う

道ど
う

士し

に
よ

る
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖せ

い

歌か

の
讃さ

ん

美び

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う

が
、
毎ま

い

朝あ
さ

７
時じ

、

日に
ち

曜よ
う

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら

行お
こ
な

わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
で
、
茶さ

道ど
う

の
基き

本ほ
ん

所し
ょ

作さ

で
あ
る『
帛ふ

く

紗さ

の
さ
ば
き
』は
、

神し
ん

父ぷ

が
聖せ

い

体た
い

拝は
い

領り
ょ
うの
時と

き

に
キ

リ
ス
ト
の
血ち

に
見み

立た

て
た
ワ
イ

ン
を
容い

れ
る
器う

つ
わ
を
拭ふ

く
所し

ょ

作さ

か
ら
来き

て
い
る
と
い
う
説せ

つ

が

あ
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
と

茶さ

道ど
う

に
は
深ふ

か

い
繋つ

な

が
り
が
あ

る
ん
で
す
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

参さ
ん

加か

者し
ゃ

は
ま
ず
椅い

子す

に
座す

わ

っ
て
修

し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

の
厳お

ご
そ
か
な
雰ふ

ん

囲い

気き

を
味あ

じ

わ
い
、
和わ

菓が

子し

を
つ

ま
ん
で
、
京

き
ょ
う

都と

か
ら
直

ち
ょ
く

送そ
う

さ

れ
た
抹ま

っ

茶ち
ゃ

を
点た

て
た
お
茶ち

ゃ

を

じ
っ
く
り
と
味あ

じ

わ
っ
た
。

　

お
茶ち

ゃ

の
会か

い

の
後あ

と

は
新し

ん

年ね
ん

会か
い

と
な
り
、
林

は
や
し

宗そ
う

慶け
い

前ぜ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うは

「
１
４
世せ

い

紀き

に
ル
イ
ス
・
フ

ロ
イ
ス
や
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
と
い
っ
た
宣せ

ん

教き
ょ
う

師し

は
茶ち

ゃ

の
湯ゆ

に
興

き
ょ
う

味み

を
持も

ち
、
克こ

く

明め
い

に
記き

録ろ
く

し
て
い
る
。
よ
く
ミ

サ
と
点て

前ま
え

が
似に

て
い
る
と
言い

わ
れ
ま
す
が
、
教

き
ょ
う

会か
い

と
お
茶ち

ゃ

室し
つ

と
い
う
の
も
魂

た
ま
し
いの
平へ

い

安あ
ん

を

得え

る
空く

う

間か
ん

と
い
う
類る

い

似じ

点て
ん

が

あ
り
、
教

き
ょ
う

会か
い

の
中な

か

に
も
お
茶ち

ゃ

の
精せ

い

神し
ん

が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。

　

裏う
ら

千せ
ん

家け

で
長な

が

年ね
ん

稽け
い

古こ

を
積つ

ん
で
い
る
と
い
う
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流
り
ゅ
う

基き

金き
ん

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
の
洲す

崎ざ
き

勝ま
さ
る

所し
ょ

長ち
ょ
うは

「
人じ

ん

生せ
い

で
２
０
回か

い

ほ
ど
引ひ

っ

越こ

し
し
、
う
ち
海か

い

外が
い

は
モ
ス

ク
ワ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
メ
キ

シ
コ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
渡わ

た

り
歩あ

る

い
て
い
る
が
、
ど
こ
に
も
裏う

ら

千せ
ん

家け

の
稽け

い

古こ

場ば

が
あ
る
。
こ
こ

が
私わ

た
しの
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
基き

盤ば
ん

」
と

語か
た
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
生い

け
花ば

な

協き
ょ
う

会か
い

の
元も

と

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うの
浦う

ら

部べ

和か
ず

子こ

さ
ん
は
、「
母は

は

が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を

大だ
い

事じ

に
す
る
人ひ

と

だ
っ
た
の
で
、

６
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

か
ら
裏う

ら

千せ
ん

家け

に
関か

か

わ
っ
て
い
る
。
毎ま

い

年と
し

参さ
ん

加か

し
て
い
る
が
、
今き

ょ

日う

の
よ
う
に

ス
コ
ー
ル
が
降ふ

る
の
を
見み

る
の

は
初は

じ

め
て
」
と
窓ま

ど

の
外そ

と

の
豪ご

う

雨う

に
目め

を
や
っ
た
。

　

食
し
ょ
く

事じ

の
あ
と
、
景け

い

品ひ
ん

が
当あ

た
る
福ふ

く

引び

き
が
行お

こ
な
わ
れ
、
グ

ル
ー
プ
民み

ん

の
演え

ん

奏そ
う

を
楽た

の

し
ん

で
散さ

ん

会か
い

し
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
修

し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

を
案あ

ん

内な
い

さ
れ
た
。

　
エ
ジ
ソ
ン
修

し
ゅ
う

道ど
う

士し

は
「
こ
の

　

佐さ

藤と
う

有ゆ

里り

ル
シ
ア
ー
ネ
さ

ん
の
家か

族ぞ
く

は
他た

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

で
あ

り
、
友と

も

達だ
ち

の
影え

い

響き
ょ
うで
沖お

き

縄な
わ

に

興き
ょ
う

味み

を
持も

つ
よ
う
に
な
っ

た
。
本ほ

ん

な
ど
で
沖お

き

縄な
わ

は
観か

ん

光こ
う

地ち

で
あ
り
綺き

麗れ
い

な
場ば

所し
ょ

だ
と

い
う
知ち

識し
き

は
得え

て
い
た
が
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

（
Ｕ

Ｓ
Ｐ
）
の
沖お

き

縄な
わ

研け
ん

究き
ゅ
うグ
ル
ー

プ
（
Ｇ
Ｅ
ｏ
ｋ
ｉ
）
に
入は

い

り
、

研け
ん

究き
ゅ
うす
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
戦せ

ん

争そ
う

や
差さ

別べ
つ

の
よ
う
な
暗く

ら

い
歴れ

き

史し

も
あ
る
こ
と
を
知し

っ

た
。
佐さ

藤と
う

さ
ん
は
平へ

い

日じ
つ

仕し

事ご
と

を
し
な
が
ら
Ｕ
Ｓ
Ｐ
の
文ぶ

ん

学が
く

部ぶ

学が
く

生せ
い

と
し
て
、
Ｇ
Ｅ
ｏ
ｋ

ｉ
に
所し

ょ

属ぞ
く

し
て
研け

ん

究き
ゅ
うを
し
て

い
る
。

　

Ｇ
Ｅ
ｏ
ｋ
ｉ
代だ

い

表ひ
ょ
う

の
ア

ナ
・
カ
ロ
リ
ナ
・
ワ
リ
ゴ

ダ
・
ゲ
デ
ス
さ
ん
（
２
１
、

三さ
ん

世せ
い

）
に
よ
る
と
、
グ
ル
ー

プ
は
故こ

森も
り

幸こ
う

一い
ち

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
監か

ん

督と
く

で
、
２
０
１
８
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

の
メ
ン
バ
ー
は

Ｕ
Ｓ
Ｐ
学が

く

生せ
い

の
非ひ

日に
っ

系け
い

、
日に

っ

系け
い

、
沖お

き

縄な
わ

系け
い

日に
っ

系け
い

の
７
人に

ん

。

主お
も

に
沖お

き

縄な
わ

の
歴れ

き

史し

、
文ぶ

ん

化か

、

建た
て

物も
の

自じ

体た
い

は
１
９
１
２
年ね

ん

に

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

系け
い

移い

民み
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
知ち

識し
き

を
深ふ

か

め
つ
つ
、
研け

ん

究き
ゅ
うし
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ

に
関か

ん

す
る
グ
ル
ー
プ
研け

ん

究き
ゅ
うを

行お
こ
な

っ
て
い
る
の
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
で
唯ゆ

い

一い
つ

だ
と
い
う
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
に
今こ

ん

後ご

の
沖お

き

縄な
わ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
期き

待た
い

す
る

こ
と
を
聞き

く
と
、「
日に

っ

系け
い

の

若わ
か

者も
の

は
、
完か

ん

全ぜ
ん

な
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

で
も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
も
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ
ュ
で
も
な
い
。
だ
か グレゴリオ讃

さん

歌
か

が流
なが

れる中
なか

で初
はつ

点
だて

が行
おこな

われた

Ｕ
Ｓ
Ｐ
沖お

き

縄な
わ

研け
ん

究き
ゅ
う

グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
Ｅ
ｏ
ｋ
ｉ
）
の
皆み

な

さ
ん

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

さ
ん
。（
左ひ

だ
り

か
ら
）
岩い

わ

谷た
に

賢け
ん

司じ
じ事
務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

、
宮み

や

城ぎ

あ
き
ら
さ
ん
、
垣か

き
の

花は
な

輝き

明め
い

さ
ん
、
上う

え

原は
ら

ミ
ル
ト
ン
定さ

だ

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

（
ア
リ

ア
ン
サ
、
吉よ

し

田だ

エ
ド
ワ
ル

ド
理り

事じ

長ち
ょ
う

）
が
実じ

っ

施し

す
る

「
日に

本ほ
ん

語ご

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」
が

２
月が

つ

か
ら
開か

い

講こ
う

さ
れ
る
に

あ
た
り
、
１
８
日に

ち

（
土ど

）
と

２
２
日に

ち

（
水す

い

）
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
兼か

ね
た
説せ

つ

明め
い

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

　

こ
の
講こ

う

座ざ

は
２
０
１
８

年ね
ん

に
開か

い

始し

さ
れ
、
今こ

ん

回か
い

は
第だ

い

３
期き

目め

の
募ぼ

集し
ゅ
うと
な
る
。
タ

カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
社し

ゃ

の
元も

と

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

、
村む

ら

信の
ぶ

政ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん

（
６
７
、
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

）
が
講こ

う

師し

を
務つ

と

め
る
。
１
回か

い

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

は
２
時じ

間か
ん

で
、
前ぜ

ん

期き

後こ
う

期き

に

１
６
限げ

ん

ず
つ
あ
る
。
そ
れ
を

２
年ね

ん

間か
ん

受う

け
て
修し

ゅ
う

了り
ょ
う

と
な

る
。

こ
の
聖せ

い

歌か

は
、
７
世せ

い

紀き

初し
ょ

頭と
う

の
教き

ょ
う

皇こ
う

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

１
世せ

い

に
ち
な
ん
で
そ
の
当と

う

時じ

に
作つ

く

ら
れ
た
欧お

う

州し
ゅ
う

最さ
い

古こ

の
音お

ん

楽が
く

で
、
単た

ん

調ち
ょ
うな
が
ら
耽た

ん

美び

な
メ
ロ
デ
ィ
で
「
癒い

や

し
の

音お
ん

楽が
く

」
と
も
言い

わ
れ
る
。
中ち

ゅ
う

世せ
い

か
ら
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期き

、

ゴ
シ
ッ
ク
期き

の
作さ

っ

曲き
ょ
く

家か

は

も
ち
ろ
ん
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ

「
幻げ

ん

想そ
う

交こ
う

響き
ょ
う

曲き
ょ
く

」
や
レ
ス
ピ

ー
ギ
「
ロ
ー
マ
の
松ま

つ

」
な
ど

に
も
そ
の
旋せ

ん

律り
つ

が
借し

ゃ
く

用よ
う

さ
れ
る
な
ど
現げ

ん

代だ
い

に
も
影え

い

響き
ょ
う

を
与あ

た

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

ア
リ
ア
ン
サ
の
ビ
ジ
ネ

ス
日に

本ほ
ん

語ご

講こ
う

座ざ

で
は
、
昨さ

く

年ね
ん

末す
え

に
第だ

い

１
期き

生せ
い

７
人に

ん

が

卒そ
つ

業ぎ
ょ
うし
た
。
講こ

う

師し

の
村む

ら

信の
ぶ

政ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん
は
「
ず
っ
と
会か

い

社し
ゃ

員い
ん

人じ
ん

生せ
い

を
送お

く

っ
て
き
て
営え

い

業ぎ
ょ
う

ば
か
り
し
て
き
た
人に

ん

間げ
ん

が
、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

を
や
る

よ
う
に
な
り
、
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

ま

で
出だ

し
た
。
あ
の
時と

き

は
、
つ

千せ
ん
の

利り

休き
ゅ
う

の
頃こ

ろ

か
ら
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う

と
関か

ん

係け
い

茶さ

道ど
う

裏う
ら

千せ
ん

家け

が
厳お

ご
そ

か
に
新し

ん

趣し
ゅ

向こ
う

ら
こ
そ
、
異こ

と

な
る
国く

に

同ど
う

士し

の

繋つ
な

が
り
を
深ふ

か

め
る
こ
と
が
で

き
る
。
例た

と

え
ば
食し

ょ
く

や
普ふ

段だ
ん

の

生せ
い

活か
つ

に
も
良よ

い
影え

い

響き
ょ
うを
及お

よ

ぼ

す
。
現げ

ん

代だ
い

は
技ぎ

術じ
ゅ
つの
発は

っ

展て
ん

に

よ
り
交こ

う

流り
ゅ
うが
容よ

う

易い

に
な
っ
た

が
、
あ
と
何な

ん

年ね
ん

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
中な

か

で
私

わ
た
し

達た
ち

の
先せ

ん

祖ぞ

が
残の

こ

し

て
く
れ
た
文ぶ

ん

化か

や
伝で

ん

統と
う

が
受う

け

継つ

が
れ
て
い
く
か
は
わ
か
ら

な
い
し
、
難む

ず
か

し
い
よ
う
に
感か

ん

じ
る
」
と
語か

た

っ
た
。

１
８
日に

ち

、
２
２
日に

ち

に
説せ

つ

明め
い

会か
い

ビ
ジ
ネ
ス
日に

本ほ
ん

語ご

講こ
う

座ざ

２
月が

つ

開か
い

講こ
う

若わ
か

き
沖お

き

縄な
わ

研け
ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

の
卵た

ま
ご

た
ち

　

今こ
ん

後ご

の
沖お

き

縄な
わ

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
期き

待た
い

す
る
こ
と
と
し
て

は
、「
沖お

き

縄な
わ

に
は
暗く

ら

い
歴れ

き

史し

が
あ
る
こ
と
を
知し

っ
た
が
、

に
沖お

き

縄な
わ

と
奄あ

ま
み美
諸し

ょ

島と
う

に
は
立た

ち
寄よ

る
つ
も
り
」。
今こ

ん

後ご

も

Ｇ
Ｅ
ｏ
ｋ
ｉ
の
活か

つ

動ど
う

を
継け

い

続ぞ
く

し
、
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

学が
く

の
研け

ん

究き
ゅ
うと
そ

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

訳や
く

を
行お

こ

な

っ
て
い
く
予よ

定て
い

だ
。

　
　
　
　

☆

　

最さ
い

後ご

に
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
上う

え

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
う

に
、
２
月が

つ

の
募ぼ

金き
ん

締し

め
切き

り
ま
で
の
義ぎ

援え
ん

金き
ん

運う
ん

動ど
う

の
予よ

定て
い

に
つ
い
て
の
尋た

ず

ね

る
と
、「
１
３
日に

ち

の
時じ

点て
ん

で

１
４
万ま

ん

レ
ア
ル
に
な
っ
て
い

た
。
義ぎ

援え
ん

金き
ん

集あ
つ

め
の
イ
ベ
ン

ト
を
再さ

い

度ど

行お
こ

な
っ
て
い
く
つ

も
り
。
近ち

か

い
う
ち
の
会か

い

議ぎ

で
細こ

ま

か
い
こ
と
は
決き

め
て
い

く
」
と
ま
だ
ま
だ
義ぎ

援え
ん

金き
ん

を

集あ
つ

め
る
方ほ

う

針し
ん

だ
。

　

若わ
か

者も
の

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
て
義ぎ

援え
ん

金き
ん

を
集あ

つ

め
る
行こ

う

為い

に
は
母ぼ

県け
ん

へ
の
強つ

よ

い
愛あ

い

情じ
ょ
う、
絆き

ず
な

の
意い

識し
き

が
込こ

め
ら
れ
て
い
る
。
額が

く

の
多お

お

い
少す

く

な
い
に
関か

か

わ
ら

南
なん

米
べい

最
さい

古
こ

級
きゅう

の修
しゅう

道
どう

院
いん

で初
はつ

点
だて

（７） ２０２０年第５４０９号  １月 １８日 （土曜日）

新
しん

年
ねん

会
かい

の様
よう

子
す

村
むら

信
のぶ

政
まさ

幸
ゆき

講
こう

師
し

と藤
ふじ

永
なが

英
ひで

明
あき

カルロス理
り

事
じ

建た

て
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の

場ば

所し
ょ

は
１
５
９
８
年ね

ん

か
ら
修

し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

と
し
て
使つ

か

わ
れ
て
い
る
。

南な
ん

米べ
い

で
も
最も

っ
と
も
古ふ

る

い
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

施し

設せ
つ

の
一ひ

とつ
。
そ
れ
故ゆ

え

に
、
法ほ

う

皇お
う

ベ
ン
ト
１
６
世せ

い

が
お
泊と

ま

り
に

な
っ
た
由ゆ

い

緒し
ょ

あ
る
場ば

所し
ょ

で
す
。

せ
っ
か
く
の
機き

会か
い

な
の
で
、
じ

っ
く
り
と
見み

て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
導み

ち
び
く
と
、
一い

っ

行こ
う

は
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
そ
う
に
従

し
た
が

っ
た
。
修

し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

で
は
現げ

ん

在ざ
い

も
４
０
人に

ん

ほ

ど
の
修

し
ゅ
う

道ど
う

士し

が
修し

ゅ

行ぎ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

を

し
、
コ
レ
ジ
オ
や
単た

ん

科か

大だ
い

学が
く

首し
ゅ

里り

城じ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

募ぼ

金き
ん

運う
ん

動ど
う

の
現げ

ん

場ば

か
ら

ど
う
な
る
沖お

き

縄な
わ

コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の
将し

ょ
う

来ら
い

？
（４）

そ
の
歴れ

き

史し

を
振ふ

り

返か
え

る
だ
け
で
な

く
、
今こ

ん

後ご

は
新あ

た
ら

し

い
時じ

代だ
い

を
知し

る
今い

ま

の
世せ

代だ
い

に
よ
る
、

新あ
た
らし
く
、
明あ

か

る
い

歴れ
き

史し

で
塗ぬ

り
替か

え

ら
れ
た
ら
良よ

い
と

思お
も

う
」と
述の

べ
た
。

　

佐さ

藤と
う

さ
ん
は
今こ

年と
し

３
月が

つ

か
ら
１
年ね

ん

間か
ん

、
千ち

葉ば

県け
ん

の
神か

ん

田だ

外が
い

語ご

大だ
い

学が
く

に
留

り
ゅ
う

学が
く

予よ

定て
い

だ
。「
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
うは
も
う
見み

ら

れ
な
い
が
、
絶ぜ

っ

対た
い

ず
、
母ぼ

県け
ん

の
た
め
に
海か

い

外が
い

子し

孫そ
ん

が
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
る
こ
と
自じ

体た
い

が
尊と

う
と

い
こ
と
に
違ち

が

い
な

い
。（
終お

わ
り
、
宮み

や

城ぎ

ユ
カ

リ
記き

者し
ゃ

）

　
【
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

寄き

付ふ

金き
ん

】
２
月が

つ

１
０
日か

ま
で
受う

け

付つ
け

中ち
ゅ
う。
振ふ

り

込こ
み

先さ
き

は
以い

下か

の
通と

お

り
。《A

sso
c
ia
-

ca
o O
k
in
a
w
a 

K
e
n
ji
n
 
d
o 

B
ra
sil, C

N
P
J 

62
.2
70
.43
4
/0

0
01-6

9
,B
a
n
co 

d
o
 
B
r
a
s
il, 

A
g
e
n
c
i
a 

11
9
6
-7
   C

/C
    

4
6
.457-0

》。
問と

い

合あ

わ
せ
は
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１
・３
１
０
６
・８

８
２
３
）
ま
で
。

　

Ｎ
２
レ
ベ
ル
の
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

を
す
で
に
身み

に
つ
け

て
い
る
人ひ

と

が
対た

い

象し
ょ
う

で
、「
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
敬け

い

語ご

の

使つ
か

い
方か

た

」「
名め

い

刺し

交こ
う

換か
ん

の

ル
ー
ル
・
名め

い

刺し

交こ
う

換か
ん

の
ロ
ー

ル
プ
レ
ー
」
か
ら
「
席せ

き

順じ
ゅ
んの

作さ

法ほ
う

（
会か

い

議ぎ

室し
つ

・
食し

ょ
く

卓た
く

・
タ

ク
シ
ー
）」「
ビ
ジ
ネ
ス
文ぶ

ん

書し
ょ

の
書か

き
方か

た

」「
顧こ

客き
ゃ
く

か
ら
の

ク
レ
ー
ム
電で

ん

話わ

の
受う

け
方か

た

」

「
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

・
来ら

い

賓ひ
ん

と
し

て
の
挨あ

い

拶さ
つ

」
な
ど
１
６
の
ビ

ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
を
想そ

う

定て
い

し

て
、
実じ

っ

践せ
ん

的て
き

な
ビ
ジ
ネ
ス
日に

本ほ
ん

語ご

を
学が

く

習し
ゅ
うす
る
。

　

村む
ら

信の
ぶ

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

進し
ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
う

や
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
う

に
す
で
に
勤つ

と

め
て
い
る
会か

い

社し
ゃ

員い
ん

、
こ
れ
か
ら
勤つ

と

め
た
い

と
希き

望ぼ
う

を
持も

つ
人ひ

と

、
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
う

と
ビ
ジ
ネ
ス
の
付つ

き
合あ

い
が
多お

お

い
人ひ

と

な
ど
が
主お

も

に

学ま
な

ん
で
い
る
と
い
う
。

　

村む
ら

信の
ぶ

さ
ん
は
ビ
ジ
ネ
ス

日に

本ほ
ん

語ご

を
勉べ

ん

強き
ょ
う

す
る
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

員い
ん

に
は
す
で
に
英え

い

語ご

や

ス
ペ
イ
ン
語ご

を
流り

ゅ
う

暢ち
ょ
う

に
使つ

か

い
こ
な
す
人ひ

と

が
多お

お

い
わ
り

に
、
補ほ

助じ
ょ

的て
き

業ぎ
ょ
う

務む

に
つ
い

て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
う

を
通と

お

し
て
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
う

内な
い

で
の
振ふ

る
ま
い
方か

た

を
習な

ら

う
こ
と
で
社し

ゃ

内な
い

評ひ
ょ
う

価か

を
高た

か

め
、
そ
の
人ひ

と

が
本ほ

ん

来ら
い

持も

っ
て

い
る
能の

う

力り
ょ
く

が
十じ

ゅ
う

分ぶ
ん

に
発は

っ

揮き

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で

と
し
て
も
活か

つ

用よ
う

さ
れ
て
い
る
。

煎せ
ん

茶ち
ゃ

道ど
う

静せ
い

風ふ
う

流り
ゅ
う「
灯と

う

楽ら
く

会か
い

」
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

の
清き

よ

原は
ら

エ
ミ
リ
ア
さ
ん
は
「
私わ

た
し
は

二に

世せ
い

で
す
が
、
こ
の
場ば

所し
ょ

に

入は
い

っ
た
の
は
初は

じ

め
て
。
新し

ん

年ね
ん

早そ
う
そ
う

々
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
体た

い

験け
ん

が
で

き
た
」
と
関か

ん

心し
ん

し
た
様よ

う

子す

。

娘む
す
めの
綾あ

や

子こ

パ
ウ
ラ
さ
ん
も
「
グ

レ
ゴ
リ
オ
聖せ

い

歌か

が
響ひ

び

く
中な

か

で

お
茶ち

ゃ

を
い
た
だ
く
の
は
素す

敵て
き

。

裏う
ら

千せ
ん

家け

は
い
つ
も
新あ

た
ら
し
い
試

こ
こ
ろ

み
を
し
て
く
れ
る
」
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

は
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

第だ
い

１
期き

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

で
も
あ

る
藤ふ

じ

永な
が

英ひ
で

明あ
き

カ
ル
ロ
ス
文ぶ

ん

化か

担た
ん

当と
う

理り

事じ

は
「
普ふ

通つ
う

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

で
は
教お

し

え
な
い

内な
い

容よ
う

。
日に

本ほ
ん

企き

業ぎ
ょ
うに
つ
い
て

知し

っ
て
お
く
べ
き
習し

ゅ
う

慣か
ん

や

日に

本ほ
ん

的て
き

な
常じ

ょ
う

識し
き

が
習な

ら

え
る
。

日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

や
文ぶ

ん

化か

に
関か

ん

す

る
様さ

ま

々ざ
ま

な
内な

い

容よ
う

が
込こ

め
ら

れ
た
講こ

う

座ざ

な
の
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
で
な
く
て
も
勉べ

ん

強き
ょ
う

に
な
る
。
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
ビ
ジ

ネ
ス
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

び
た
い

人ひ
と

な
ら
、
誰だ

れ

で
も
ど
う
ぞ
」

と
薦す

す

め
た
。
藤ふ

じ

永な
が

理り

事じ

は
フ

リ
ー
の
通つ

う

訳や
く

と
し
て
仕し

事ご
と

を
し
て
お
り
、
日に

本ほ
ん

企き

業ぎ
ょ
うと

の
付つ

き
合あ

い
が
多お

お

い
事こ

と

か

ら
受じ

ゅ

講こ
う

し
た
。

　

１
８
日に

ち

（
土ど

）
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
同ど

う

連れ
ん

盟め
い

の
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
校こ

う

（R
ua 

D
ep
u
tad
o L
acerd

a 
Franco, 3

2
8

）
で
、
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
１
０
時じ

半は
ん

ま

で
。
２
２
日に

ち

（
水す

い

）
は
午ご

ご後

７
時じ

か
ら
８
時じ

半は
ん

ま
で
。

問と

い
合あ

わ
せ
や
申も

う

し
込こ

み
は
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
校こ

う

（pinheiros@
alianca-

cultural.org.br

、
電で

ん

話わ

１
１
・
３
０
３
１
・
５
５
５

０
）
ま
で
。
ま
た
は
サ
イ
ト

https://w
w
w
.event-

b
rite

.c
o
m
.b
r/e
/

w
orkshop-de-nihon-
go-business-com

m
u-

nication-course-tick-
ets-8

5
8
2
7
0
3
7
9
8
1

）

か
ら
の
申も

う

し
込こ

み
も
可か

能の
う

。

い
涙な

み
だ

ぐ
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
」
と
思お

も

い
出だ

す
。
タ
カ
ラ

ベ
ル
モ
ン
ト
社し

ゃ

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

は

２
０
１
１
年ね

ん

か
ら
１
４
年ね

ん

ま
で
。
そ
の
後ご

日に

本ほ
ん

に
帰か

え

っ

て
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

の
研け

ん

修し
ゅ
う

を

受う

け
、
２
０
１
６
年ね

ん

に
再さ

い

渡と

伯は
く

し
て
、
念ね

ん

願が
ん

の
ビ
ジ
ネ
ス

日に

本ほ
ん

語ご

の
教き

ょ
う

師し

に
な
っ
た
。

会か
い

社し
ゃ

員い
ん

の
経け

い

験け
ん

が
豊ほ

う

富ふ

だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
ビ
ジ
ネ

ス
日に

本ほ
ん

語ご

の
教き

ょ
う

師し

は
、
ま
さ

に
天て

ん

職し
ょ
くか
も
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
裏う

ら

千せ
ん

家け

の
林

は
や
し

宗そ
う

円え
ん

さ
ん
は
取し

ゅ

材ざ
い

に
対た

い

し
、「
戦せ

ん

国ご
く

時じ

代だ
い

に
『
茶ち

ゃ

聖せ
い

』
と
言い

わ
れ
た
千

せ
ん
の

利り

休き
ゅ
うは
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
商

し
ょ
う

人に
ん

や
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

神し
ん

父ぷ

と
も
親し

ん

交こ
う

が
あ
り
ま
し
た
。
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